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い
つ
ま
で
も
笑
顔
で

住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
宅
で
療
養
生
活
を
送
り
た
い

平成 26 年（2014） Ｖｏｌ．122
11

ー 目 次 ー　Contents

ー 表 紙 ー　Cover

ー 人 口 ー　Population

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ３３，０９２ － 78

男 性 １５，７９２ － 50

女 性 １７，３００ ー 28

世帯数 １４，７８１ － 43
( 平成 26年 10月末現在・外国人含む )

10 月 25 日～ 11月３日「天空の
山城備中松山城とまるごと城下町
フェスタ」開催され、観光客らが
甲冑（かっちゅう）の着付けを体験。
城下町に多くの人が訪れました。

２ 川上訪問看護ステーション

６ 行政情報／児童虐待防止推進月間ほか

７ 行政情報／議長・副議長を選出ほか

10 功績をたたえて・栄光をたたえます

13 地名をあるく

14 イベント情報

15 くらしの情報 /子育て支援情報

16 くらしの情報 /生活支援情報

18 情報プラス

19 市長室からこんにちは

20 検診情報・ヘルシーレシピ

21 図書館だより

22 成羽病院通信・学園だより

23 山田方谷を語る

24 市民のページ

26 まちの出来事
28 愛らぶ高梁ふれあいマラソン・
編集後記

広 報
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ご
存
知
で
す
か

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

　
訪
問
看
護
と
は
、
療
養
生
活
を
送
っ

て
い
る
人
の
自
宅
を
訪
問
し
、
看
護
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
川
上
町
地
頭
に
あ
る
川
上
医
療
セ
ン

タ
ー
。
こ
の
敷
地
内
に
は
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
診
療
所
な
ど
が
あ
り
、
川

上
地
域
の
医
療
・
福
祉
の
中
心
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
が
運
営
す
る
「
高
梁
市
川
上
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」も
こ
こ
に
あ
り
、

高
梁
市
西
部
地
域
の
訪
問
看
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
こ
の
「
訪
問
看
護
」
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
る
か
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
10
月
30
日
午
後
１
時
、
松
下
綾
看
護

　
「
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
私
は

生
か
し
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
よ
。

看
護
師
さ
ん
は
、
家
ま
で
来
て
く

れ
て
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
い
つ

も
笑
顔
で
、
来
て
く
れ
る
の
が
楽

し
み
な
ん
で
す
」
と
山
本
さ
ん
。
平

成
20
年
に
突
然
体
調
を
崩
し
人
工

肛
門
に
。
翌
年
、
ご
主
人
を
亡
く

し
て
か
ら
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。「
１
日
に
１
０
０

回
、『
あ
り
が
と
う
』
と
言
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
に
か
わ

い
が
ら
れ
る
年
寄
り
に
な
っ
て
、

１
５
０
歳
ま
で
生
き
る
よ
」
と
笑

顔
で
話
し
ま
す
。

川
上
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

利
用
者
の
自
宅
を
訪
問

山本美代子さん （88）
（備中町平川）

　
松
下
看
護
師
は
、「
よ
く
寝
ら
れ
る
？

困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
？
」
と
聞
き

ま
す
。
山
本
さ
ん
は
、「
よ
く
寝
ら
れ

る
よ
。
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
何
も
な

い
よ
。
う
れ
し
い
こ
と
ば
か
り
」
と
楽

し
く
会
話
を
し
な
が
ら
、
体
温
と
血
圧

会
話
を
し
な
が
ら

体
調
確
認
と
交
換
作
業

を
測
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
高
齢
で
一
人
暮
ら
し
の
山
本
さ
ん
に

は
、
人
工
肛
門
の
装
具
の
交
換
作
業
は

難
し
く
、
松
下
看
護
師
が
手
早
く
交
換

し
ま
す
。

　
山
本
さ
ん
宅
で
の
滞
在
時
間
は
、
30

分
程
度
。
処
置
は
も
ち
ろ
ん
、
看
護
師

な
ら
で
は
の
視
点
で
、
細
か
い
気
配
り

を
し
ま
す
。

師
は
、
手
早
く
準
備
を
行
い
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
出
発
し
ま
す
。
今
回
の
訪
問

先
は
、備
中
町
平
川
の
山
本
美
代
子
さ
ん

の
自
宅
。片
道
約
30
分
の
道
の
り
で
す
。

　
家
に
到
着
す
る
と
、
山
本
さ
ん
が
笑

顔
で
出
迎
え
。
食
事
を
す
る
よ
り
、
お

し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
と
い
う
山
本
さ
ん

は
、
一
人
暮
ら
し
。
そ
の
た
め
、
毎
週

月
曜
日
と
木
曜
日
の
訪
問
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

山
本
さ
ん
は
、
訪
問
看
護
を
利
用

し
、
人
工
肛
門
の
装
具
の
交
換
、
血
圧

や
体
温
な
ど
の
体
調
管
理
の
看
護
を
受

け
て
い
ま
す
。
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訪
問
看
護
と
は
簡
単
に
言
う
と
、

病
院
で
部
屋
回
り
を
す
る
看
護
師

が
、
自
宅
に
訪
問
す
る
と
イ
メ
ー

ジ
し
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

　
訪
問
看
護
の
際
に
は
、
信
頼
関

係
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
に

気
を
付
け
て
い
ま
す
。
信
頼
し
て

い
た
だ
か
な
い
と
、
い
い
看
護
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
介
護
を
し
て
い
る
方
が
元
気
で

い
な
い
と
、
在
宅
生
活
は
難
し
い

の
で
、
家
族
も
併
せ
て
見
守
り
を

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
一
人
暮
ら

し
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
医
師
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
在
宅
療

養
を
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

川上訪問看護ステーション
成羽事業所
三宅純子看護主任

川上訪問看護ステーションの皆さん。スタッフは、本所に７人と成羽事業所
に１人の体制。６人の看護師が、約50人の利用者宅を訪問しています。訪
問先まで、１時間かかることもあり、１人の看護師が毎日、午前と午後に２件ず
つの訪問をしています。

　
国
内
で
は
、
亡
く
な
る
人
の
約
８
割

が
病
院
死
で
す
。
国
の
調
査
で
、
国
民

の
６
割
以
上
が
「
終
末
期
は
自
宅
で
療

養
し
た
い
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。「
要

介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
自
宅
や
子
ど

も
・
親
族
の
家
で
の
介
護
を
希
望
す

る
」
人
の
割
合
は
、
４
割
を
超
え
て
い

ま
す
。
反
面
、
在
宅
療
養
移
行
や
継
続

の
阻
害
要
因
と
し
て
、「
介
護
を
し
て

く
れ
る
家
族
に
負
担
が
か
か
る
」
と
考

え
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

　
「
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
の
が
訪

問
看
護
。
ま
だ
ま
だ
周
知
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
実
で
す
。
本
人
が
自
宅
で
療

養
生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
た
と
き

に
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
が
私

た
ち
の
役
割
。
本
人
が
病
院
が
い
い

か
、
自
宅
が
い
い
か
、
選
択
で
き
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
納
得
さ
れ
る
ま
で
自

宅
で
過
ご
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
目
標

で
す
」
と
川
上
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
土
谷
千
代
子
所
長
は
話
し
ま
す
。

　
川
上
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
病
気
や
障
害
が
あ
る
人
に
対
し
、
か
か

り
つ
け
医
師
の
指
示
に
よ
り
、
家
庭
を
訪
問
し
て
、
治
療
方
針
に
沿
っ
た
療
養

上
の
お
世
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
１
日
に
は
、
成
羽
地
域
の
訪
問
看
護
の
拠
点
と
し
て
、
成
羽
病
院
内
に

成
羽
事
業
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
と
連
携
し
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

�

■
問
い
合
わ
せ　
川
上
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　
☎
48-

４
１
８
４

川
上
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン  

あ
な
た
は
ど
こ
で

療
養
生
活
を
望
み
ま
す
か
？



5 広報　　　　　11月号　vol.122

訪
問
看
護
Ｑ
＆
Ａ  

‐
よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
‐

誰
が
利
用
で
き
る
？

　
病
気
や
け
が
を
し
た
人
、
障
害
が
あ

る
人
な
ど
、
主
治
医
が
訪
問
看
護
の
必

要
を
認
め
た
小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

全
て
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
？

①
症
状
の
観
察
と
判
断

②
食
事
・
清
潔
・
排
泄
・
移
動
の
介
助

③
医
師
の
指
示
に
よ
る
医
療
的
処
置

床
ず
れ
の
予
防
と
手
当
、
傷
の
手

当
、
各
種
カ
テ
ー
テ
ル（
管
）の
交

換
と
管
理
、
吸
入
、
吸
引
、
在
宅

酸
素
の
管
理
、
ぼ
う
こ
う
洗
浄
等

④
薬
の
飲
み
方
と
管
理

⑤
療
養
環
境
の
整
備
指
導

⑥
療
養
生
活
に
関
す
る
相
談
・
助
言

⑦
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

⑧
終
末
期
の
ケ
ア

⑨
関
係
機
関
と
の
連
携

サ
ー
ビ
ス
の
営
業
日
・
時
間
は
？

◆
営
業
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日 

※
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
必
要
に
応
じ
て
対
応

ど
う
す
れ
ば
利
用
で
き
る
？

利
用
料
は
い
く
ら
？

　
利
用
す
る
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
健
康
保

険
・
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保

険
で
利
用
す
る
場
合
は
、
自
己
負
担

割
合
分

※
70
歳
以
上
の
人
は
原
則
１
割
負
担

　
（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
負
担
）

■ 

介
護
保
険
で
利
用
す
る
場
合
は
、
１

割
負
担

　

詳
し
く
は
、
各
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ 

い
。

　
在
宅
療
養
中
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
次

の
よ
う
な
場
合
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

① 

医
療
機
関
や
施
設
か
ら
退
院
・
退
所

を
勧
め
ら
れ
た
が
、
家
で
の
生
活
に

不
安
が
あ
る
と
き

② 

退
院
・
退
所
を
し
た
ば
か
り
で
、
在

宅
療
養
生
活
に
慣
れ
な
い
と
き

③ 

家
族
が
介
護
を
す
る
の
に
不
安
が
あ

る
と
き

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
応
じ
て
、

主
治
医
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
必
要

な
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
る
？

　

訪
問
看
護
は
、
病
気
の
人
な
ど
が
、

住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
の
生
活
を

望
ん
だ
と
き
、
本
人
と
介
護
を
し
て
い

る
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

援
助
す
る
「
看
護
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。

　
療
養
し
て
い
る
人
の
お
宅
へ
伺
う
の

は
看
護
師
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
主
治
医

の
治
療
方
針
に
沿
っ
て
看
護
し
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
り
、
知
り

得
た
個
人
情
報
は
、
決
し
て
漏
ら
し
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
営
業
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
24
時
間
対
応
も
可
能

※ 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
営
業

時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
主
治
医

■ 

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー

■
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

■ 

高
梁
医
師
会
立
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
ま
び
こ（
☎
22
‐
８
７
７
７
）

■
高
梁
中
央
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
☎
21
‐
１
０
８
８
）

■
川
上
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
☎
48
‐
４
１
８
４
）

　
成
羽
事
業
所（
☎
42
‐
３
３
７
０
）
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　Information - 行政情報

　
11
月
、
12
月
は
「
耕
作
放
棄
地
解
消

月
間
」
で
す
。

　
近
年
、
農
業
の
担
い
手
の
減
少
や
高

齢
化
に
よ
っ
て
、耕
作
放
棄
地
が
増
え
、

農
地
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
で
農
地
を
守
る
た
め
、

次
の
「
農
地
を
守
る
日
」
を
設
け
、
耕

作
放
棄
地
を
発
生
さ
せ
な
い
取
り
組
み

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◆
農
地
を
考
え
る
日

　
地
域
で
農
作
業
の
作
付
け
状
況
、
不

作
付
け
地
、
農
道
・
水
路
の
状
況
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

◆
一
斉
耕
う
ん
の
日

　
土
づ
く
り
・
雑
草
防
除
・
景
観
保
全

の
た
め
に
地
域
ぐ
る
み
で
一
斉
に
「
耕

う
ん
」
し
ま
し
ょ
う
。

◆
一
斉
草
刈
り
の
日

　
耕
作
放
棄
地
や
イ
ノ
シ
シ
の
隠
れ
場

と
な
る
山
際
の
「
草
刈
り
」
を
み
ん
な

で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課
農
業
振
興
係
☎
21-

０
２
２
３

  

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

耕
作
放
棄
地
解
消
月
間

　
12
月
３
日
㈬
か
ら
12
月
９
日
㈫
の
障

害
者
週
間
に
、
高
梁
市
自
立
支
援
協
議

会
の
協
力
で
、
次
の
と
お
り
啓
発
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

　
障
害
に
つ
い
て
の
理
解
や
認
識
を
深

め
、
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

責
任
を
自
覚
し
て
取
り
組
み
、
全
て
の

人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
啓
発
活
動
】

◆
日
時
…
12
月
３
日
㈬　

午
前
10
時

30
分
～
午
前
11
時
30
分

◆
場
所
…
ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ

ン
（
入
り
口
付
近
）

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎
21-

０
２
８
４

  

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

障
害
者
週
間
イ
ベ
ン
ト

　
児
童
虐
待
問
題
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
虐
待
の

発
生
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、

そ
し
て
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立

と
い
っ
た
、
切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な

支
援
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
支
援
が
地
域
に

根
づ
き
、
効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
い
く

た
め
に
は
、
子
ど
も
に
携
わ
る
人
だ
け

で
な
く
、
幅
広
い
人
の
理
解
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
子
育
て
中
の
人
に

　
子
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
だ
り
困
っ
た

り
し
た
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
相

談
を
し
や
す
い
人
（
親
、
友
人
、
学
校・

幼
稚
園
や
保
育
園
の
先
生
、
保
健
師
、

民
生
・
児
童
委
員
な
ど
）
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
課
で
も
専
門
の
相
談

員
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

  
子
ど
も
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

毎
年
11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

◆
す
べ
て
の
人
に

　
子
育
て
中
の
人
は
、
不
安
や
悩
み
を
持

ち
な
が
ら
親
と
し
て
成
長
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
人
を
温
か
い
目
で
見
守
り
、

必
要
な
時
に
は
声
を
掛
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
子
ど
も
が
心
配
と
思
わ
れ

る
ケ
ー
ス
を
見
聞
き
し
た
場
合
は
、
子
ど

も
課
、
ま
た
は
倉
敷
児
童
相
談
所
（
☎
０

８
６-

４
２
１-

０
９
９
１
）、
学
校
、
幼

稚
園
・
保
育
園
、
民
生
・
児
童
委
員
な
ど
、

連
絡
を
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
子
ど
も
課
子
ど
も
支
援
係
☎
21-

０
２
８
８
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10
月
29
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
３
日
間
の
会
期
で

行
わ
れ
た
第
８
回
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
に

倉
野
嗣
雄
議
員

（60）
、
副
議
長
に
川
上
博
司
議
員

（54）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成

も
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
。
敬
称
略
）

【
常
任
委
員
会
】

◆
総
務
文
教
委
員
会

◎
川
上
修
一
、
○
大
森
一
生
、
妹
尾
直
言
、

　
川
上
博
司
、
長
江
和
幸
、
石
部
誠
、

　
石
田
芳
生

◆
産
業
経
済
委
員
会

◎
内
田
大
治
、
○
柳
井
正
昭
、
大
月
健
一
、

　
植
田
二
郎
、
倉
野
嗣
雄
、
石
井
聡
美

◆
市
民
生
活
委
員
会

◎
宮
田
公
人
、
○
宮
田
好
夫
、
難
波
英
夫
、

　
小
林
重
樹
、
森
田
仲
一
、
黒
川
康
司
、

　
三
村
靖
行

◆
議
会
運
営
委
員
会

◎
森
田
仲
一
、
○
宮
田
好
夫
、
難
波
英
夫
、

　
川
上
博
司
、
宮
田
公
人
、
川
上
修
一
、

　
内
田
大
治

  

議
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

10
月
臨
時
市
議
会

議
長
・
副
議
長
を
選
出

【
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
】

◎
宮
田
公
人
、
○
宮
田
好
夫
、
森
田
仲
一
、

　
大
森
一
生
、
石
部
誠
、
石
田
芳
生
、

　
石
井
聡
美

【
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
】

◎
森
田
仲
一
、
○
宮
田
好
夫
、
宮
田
公
人
、

　
大
森
一
生
、
石
部
誠
、
石
田
芳
生
、

　
石
井
聡
美

【
高
梁
地
域
事
務
組
合
議
会
議
員
】

　
宮
田
公
人
、
柳
井
正
昭
、
倉
野
嗣
雄
、

　
内
田
大
治
、
宮
田
好
夫

【
農
業
委
員
会
委
員
】（
議
会
推
薦
）

　
大
月
健
一
、
植
田
二
郎

【
監
査
委
員
】

　
小
林
重
樹

【
定
期
募
集
回
数
の
変
更
】

　
市
営
住
宅
の
定
期
募
集
を
平
成
27
年

１
月
か
ら
、
年
３
回
に
変
更
し
ま
す
。

◆
定
期
募
集
月

　
１
月
、
５
月
、
９
月
（
年
３
回
）

◆
随
時
募
集

　
定
期
募
集
で
応
募
の
無
か
っ
た
住
宅

を
、
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。
募

集
中
の
住
宅
情
報
や
入
居
資
格
な
ど
の

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
名
称
の
変
更
】

　
市
は
、
市
内
に
あ
る
雇
用
促
進
住
宅

臥
牛
宿
舎
を
譲
り
受
け
、
10
月
か
ら
市

営
単
独
住
宅
と
し
て
、
管
理
運
営
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
住
宅
名
称
が
変
わ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
変
更
前
…
雇
用
促
進
住
宅
臥
牛
宿
舎

◆
変
更
後
…
市
営
単
独
住
宅
臥
牛
団
地

■
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
課
住
宅
係

　
☎
21-

０
２
３
７

  

ま
ち
づ
く
り
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
営
住
宅
に
関
す
る
変
更

倉野嗣雄 議長川上博司 副議長

　

平
成
27
年
高
梁

市
成
人
祝
賀
式
を

次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
日
時
…
平
成
27
年
１
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
～
（
受
付
：
午
前
９
時
～
）

◆
場
所
…
高
梁
総
合
文
化
会
館

◆
対
象
…
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
市

内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

　
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
に

は
、
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
進

学
・
就
職
等
の
関
係
で
市
内
に
住
民
登

録
を
し
て
い
な
い
人
は
、
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
先
…
社
会
教
育
課
、
市
民

課
、
地
域
地
域
局
、
各
公
民
館
。

■
問
い
合
わ
せ

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

　
☎
21-

１
５
１
４

  

社
会
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
成
人
祝
賀
式

■
問
い
合
わ
せ　
議
会
事
務
局
☎
21-

０
２
７
７
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　吉備川上ふれあい漫画館からのお知らせ

漫・賀・年賀状コンテスト 2015を開催します
　来年の干支「未（ひつじ）」にちなんだ漫画年賀状を募集します。
絵手紙風の作品なども対象となります。楽しい作品をお待ちして
います。

【募集テーマ】　未（ひつじ）
【募集期間】　12月１日㈪～平成27年１月10日㈯まで（当日消印有効）
【応募規定】　�はがき、または同サイズ（100mm×148mm）

のケント紙・画用紙。パソコンによるＣＧ作品は可、
素材集の使用は不可。未発表の作品、自作に限る。

【賞金・商品】　大賞（１点）…３万円、準大賞（１点）…１万円、優秀賞（10点）…川上地域特産品
【審 査 員】　南一平さん（漫画家）
【応 募 先】　716-0201高梁市川上町地頭１８３４
　　　　　　吉備川上ふれあい漫画美術館「漫・賀・年賀状コンテスト」係

■問い合わせ　　吉備川上ふれあい漫画美術館　☎48-３６６４

2014 大賞作品  佐藤圭子さん（東京都）

　秘書政策課からのお知らせ

高梁ふるさとづくり功労賞表彰を募集します
　地域の個性や特性を生かし、魅力あふれるふるさとづくりに意欲的に取り組んでいる個人、団体、企
業の功績をたたえるため、「高梁ふるさとづくり功労賞表彰」を実施します。次のとおり表彰候補者の公
募を行いますので、各地域で活躍されている人の推薦をお願いします。

【表彰対象者】　�市民の誇りとなる顕著な功績を上げ、ふるさとづくりに貢献した個人、団体、企業を対
象とします。（功績の種別は問いません。）

【推 薦 方 法】　�推薦書に表彰候補者の氏名、住所（団体または企業の場合は、団体・企業名、所在地）、
表彰理由等を記載の上、提出してください。（推薦書は、秘書政策課、各地域局に備え
てあります。また、市ホームページからもダウンロードできます。）

【公募締切り】　12月19日㈮

■問い合わせ・提出先　　秘書政策課企画係　☎21-０２０８

　産業振興課からのお知らせ

市内共通商品券（備中松山銀札）を発行します
　高梁商工会議所と備北商工会は、市内で使用できるプレミア付き商品券を発行します。

【内 容】　１，０００円×２１枚つづり
【販売価格】　２０，０００円（１，０００円のプレミア付き）
【販売期間】　12月１日㈪から売り切れるまで　※購入は、１人50セットまで。
【使用期間】　12月１日㈪～平成27年２月28日㈯
【加 盟 店】　商品券購入時に加盟店の一覧をお渡しします。

■問い合わせ　　高梁商工会議所　☎22-２０９１、備北商工会　☎42-２４１２
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　定住対策課からのお知らせ

クリスマスカップリングパーティの参加者を募集します
　結婚したい気持ちはあるけれど、なかなか理想の相手と巡り会えない、また巡り会う機会がないとい
う独身の人を対象に、婚活イベントを開催します。今回は、次のとおり年代別の２部構成です。楽しく
食事をしながら素敵な出会いを見つけませんか？

【日 時】　12 月７日㈰　第１部：アラサー　午前 11 時～午後 2 時
　　　　　　  　　　　　  第２部：アラフォー　午後３時～午後６時

【場 所】　レストラン「ラ・ペーシュ」（岡山市内）
【参加資格】　第１部：アラサー　２５歳～３７歳までの独身男女
　　 　　　　第２部：アラフォー　３５歳～４９歳くらいまでの独身男女
　　　　　　 ※男女ともに居住地制限はありません。（学生不可）

【参 加 費】　男性：３５００円　　女性：２５００円
【募集定員】　第１部・第２部とも男女各１５人（申し込み多数の場合は抽選）
【募集期限】　11 月 27 日㈭
【申し込み】　クリスマスカップリングパーティ事務局
　　　　　　（㈲チアーズ）　☎ 086-484-0020

■問い合わせ　　定住対策課定住推進係　☎ 21- ０２８２

◆ 在宅医療連携拠点事業通信 ◆ 第10回
■問い合わせ　保険課連携推進係　☎21- ０３０４

　今回は、川上診療所の菅
すが
原
はら
英
えい
次
じ
所長と大

おお
田
た
文
ふみ
子
こ
看護師長に「在宅医療コーディネーターの役割」に

ついてお話を伺ってきました。
　川上地区は高梁市中心部から車で 40分ほどの中山間地域にあるため、医療・介護サービス資源が
限られています。そのためサービスを効率的に提供していくことが重要であり、医療と介護を強く結
びつけることが課題となります。在宅医療コーディネーターは、在宅で生活している人の症状や容態
はもちろんのこと、地域の見守りや生活状況などの情報を集約する窓口となって、地域住民の在宅生
活を支えている専門職です。
　大田さんは、在宅医療コーディネーターであると同時に看護師でもあるため、豊富な医療知識に基
づいて患者さんの相談に応じたり、本人が希望する在宅療養を進めるために必要な医療機関や関連職
種との連携の橋渡しを行っています。
　また、川上診療所は在宅医療の推進に力を入れており、通院時から退院後の在宅療養を視野に入れ
て診察を行っています。在宅医療と聞くと終末期を想像していましたが、在宅を中心にして診療所を
活用し、在宅で心豊かな生活の実現を目指していることがわかりました。
　少子高齢化が進み、人口が減少している現代の日本で、医療機関
が果たす役割は少なくありません。最後に菅原所長が「在宅医療コ
ーディネーターがいるおかげで、医師は診療に専念することができ
ています」との言葉に、深い信頼関係があることを感じました。
　皆さんも、少しでも健康状態で不安なことがあれば、在宅医療コ
ーディネーターに相談してみてください。
【インタビュー】　吉備国際大学学生調査隊の河

こうの
野あずささん、福田歩

あゆみ
さん（社会福祉学科 3年）

医療と介護をつなぐ～在宅医療コーディネーター～

申し込みＱＲコード
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備
北
信
用
金
庫
理
事
長

柴し
ば

倉く
ら 　
清き
よ
しさ

ん 

（63）  

（
正
宗
町
）

黄

綬

褒

章

「
創
立
以
来
83
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
当
金
庫
を
支
え
て
い
た

だ
い
た
先
輩
方
を
は
じ
め
、
現

役
の
役
職
員
、
そ
し
て
、
な
に

よ
り
長
き
に
わ
た
り
ご
支
援
・

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
地
域
の

皆
様
の
お
力
で
堅
実
経
営
が
で

き
た
こ
と
が
受
章
に
つ
な
が
っ

た
も
の
で
あ
り
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」
と
柴
倉
さ
ん
。

　
昭
和
48
年
に
入
庫
以
来
、
地

域
密
着
の
営
業
と
取
引
先
と
の

相
互
扶
助
を
貫
き
、
平
成
21
年

に
理
事
長
へ
就
任
。
地
域
の
発

展
や
中
小
零
細
企
業
の
支
援
な

ど
、
地
域
と
の
共
存
共
栄
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秋

の

叙

勲

〈
旭
日
双
光
章
〉

岡
山
県
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
長

吉よ
し
岡お
か 

伸の
ぶ
子こ

さ
ん 

（74）
（
有
漢
町
有
漢
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　「
こ
の
受
章
は
、
こ
れ
ま
で

活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た

高
齢
者
叙
勲

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
あ
り
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

な
る
よ
う
活
動
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
吉
岡
さ
ん
。

　
昭
和
51
年
に
地
元
の
防
火
ク

ラ
ブ
へ
入
団
後
、
防
火
に
対
す

る
啓
発
活
動
な
ど
地
域
の
安
心

安
全
の
た
め
に
尽
力
。
平
成
13

年
か
ら
現
職
を
勤
め
て
い
ま

す
。

〈
瑞
宝
単
光
章
〉

元
日
本
国
有
鉄
道
職
員

田た

中な
か 

藤と
う
一い
ち

さ
ん 

（83）
（
落
合
町
阿
部
）

　「
誠
に
光
栄
で
す
。
昭
和
53

年
の
庭
瀬
駅
助
役
の
時
に
は
、

先
輩
方
の
ご
支
援
と
同
僚
の
ご

協
力
で
業
務
改
善
と
効
率
化
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
田
中
さ
ん
。

　
昭
和
23
年
か
ら
退
職
ま
で
38

年
間
、
備
中
高
梁
駅
な
ど
に
勤

め
、
主
に
営
業
を
担
当
し
ま
し

た
。「
お
客
様
が
第
一
の
気
持

ち
で
勤
め
ま
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

〈
瑞
宝
単
光
章
〉

元
高
梁
市
消
防
司
令
長

難な
ん
波ば 

増ま
す
雄お

さ
ん 

（65）
（
落
合
町
阿
部
）

　「
長
年
、
勤
め
ら
れ
た
の
は
、

家
族
、
先
輩
、
同
僚
、
消
防
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご

指
導
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。
県
下
一
の
救
助

技
術
を
目
指
し
、
日
々
訓
練
を

重
ね
技
術
習
得
に
鍛
錬
し
た
こ

と
が
思
い
出
」
と
難
波
さ
ん
。

　
昭
和
43
年
に
消
防
吏
員
に
任

命
さ
れ
、
消
防
本
部
総
務
課
長

補
佐
、
消
防
署
長
を
歴
任
。
平

成
21
年
に
退
職
す
る
ま
で
、
職

務
に
精
励
し
ま
し
た
。

〈
瑞
宝
双
光
章
〉

元
特
定
郵
便
局
長

平ひ
ら
松ま
つ 
為た
め
三さ
ぶ
郎ろ
う

さ
ん 

（88）

（
備
中
町
東
油
野
）

　「
こ
の
受
章
は
、
身
に
余
る

栄
誉
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の

心
温
か
い
ご
指
導
と
ご
高
配
の

お
か
げ
で
す
。
地
域
に
密
着
し

た
親
し
ま
れ
る
郵
便
局
を
目
指

し
て
勤
め
て
き
ま
し
た
」
と
話

す
平
松
さ
ん
。

　
昭
和
21
年
に
湯
野
郵
便
局
に

採
用
さ
れ
、
昭
和
53
年
に
湯
野

郵
便
局
長
に
就
任
。
昭
和
63
年

に
退
職
す
る
ま
で
、
42
年
間
に

わ
た
り
、
郵
政
事
業
に
尽
力
し

ま
し
た
。

功績をたたえて
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栄
光
を
た
た
え
ま
す

「
た
く
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ

で
、
国
体
で
７
位
入
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
大
学
で
も
頑
張
り

ま
す
」

南み
な
み 　

雅ま
さ

人と

君 

（
原
田
南
町
）     

金
光
学
園
高
校
３
年

齋さ
い

藤と
う 

愛あ

美み

さ
ん 

（
落
合
町
近
似
） 

高
梁
中
学
校
３
年

「
高
校
１
年
生
も
含
め
た
競
技

で
、
準
決
勝
に
進
出
で
き
た

こ
と
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

来
年
も
出
場
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
練
習
を
頑
張
り

ま
す
」

■
国
民
体
育
大
会
［
サ
ッ
カ
ー
・
女
子
］

（
10
月
18
日
～
21
日
・
長
崎
県
）

向む
か

井い 

紗さ

月つ
き

さ
ん 

（
本
町
）　　

  

吉
備
国
際
大
学
２
年

「
全
員
が
優
勝
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
中
で
の
敗
退
で
、
す
ご

く
悔
し
か
っ
た
で
す
が
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
試
合

で
一
番
い
い
試
合
で
し
た
。
今
回
、
国
体
で
経
験
し
た
こ
と
を

生
か
せ
る
よ
う
に
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠
い
中
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
大
会
ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
渡
邊
さ
ん
。

依よ

田だ 

夏な
つ

紀き

さ
ん 

（
新
町
）        

吉
備
国
際
大
学
３
年

大お
お

庭ば 

杏あ
ず

樹き

さ
ん 

（
原
田
南
町
）  

吉
備
国
際
大
学
３
年

坂さ
か

本も
と　

 

葵あ
お
いさ

ん 

（
栄
町
）        

吉
備
国
際
大
学
３
年

渡わ
た

邊な
べ 

和か
ず

美み

さ
ん 

（
弓
之
町
）     

吉
備
国
際
大
学
４
年

金か
な

森も
り 

彩あ
や

加か

さ
ん 

（
松
原
通
）     

吉
備
国
際
大
学
４
年

森も
り

迫さ
こ 

あ
や
め
さ
ん 

（
成
羽
町
下
原
） 

作
陽
高
校
３
年

■
国
民
体
育
大
会
［
陸
上
・
少
年
女
子
Ｂ
］

準
決
勝
進
出　
（
10
月
18
日
～
22
日
・
長
崎
県
）

■
国
民
体
育
大
会
［
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
少
年
男
子
］

　

７
位　
（
10
月
18
日
～
21
日
・
長
崎
県
）

中な
か

田た 
晴は

る

香か

さ
ん 

（
正
宗
町
）     

同
志
社
大
学
３
年

「
層
の
厚
い
成
年
の
部
で
の
入

賞
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
さ
ら
に
練
習
に
励

み
来
年
は
上
位
を
狙
い
ま
す
。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」

■
国
民
体
育
大
会
［
馬
術
・
成
年
女
子
］

６
位　
（
10
月
17
日
～
21
日
・
長
崎
県
）

森も
り

岡お
か 

正ま
さ

亘の
ぶ

さ
ん 

（
川
面
町
）

品
川
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
ー
ズ
㈱
西
日
本
工
場

■
国
民
体
育
大
会
［
軟
式
野
球
・
成
年
男
子
］

（
10
月
18
日
～
21
日
・
長
崎
県
）

細
ほそ

川
かわ

 壽
す

美
み

雄
お

さん（88 歳・成羽町成羽）
　平成９年以来長きにわたり、文化財専門委員、文化財保護審議会委員、伝統的建造物群保存地区保存審議会
副会長を歴任し、本市の文化財の保護と保存に尽力しました。また、豊富な経験と知識により成羽町史の編さ
んに携わるなど、地域文化の継承に多大な貢献をしています。

巨瀬祇園踊り保存会［代表者・大
おお

江
え

 保
やす

男
お

さん］（巨瀬町）
　昭和40年の発足以来長きにわたり、300年以上の歴史を持つ地域の伝統芸能「祇園踊り」の伝承、普及活
動に積極的に取り組み、伝統文化の保護に多大な貢献をしています。また、学校や地域行事への積極的な参加、
福祉施設での披露などの活動を通じて、本市の地域振興に寄与しています。

　教育、学術、文化および体育のために尽力し、その功績が顕著で
他の模範となる個人や団体を表彰する、平成26年度高梁市教育委
員会表彰の表彰式が、11月５日に高梁市文化交流館で行われました。
■問い合わせ　学校教育課総務係☎ 21- １５００

高梁市教育委員会表彰
右
か
ら
、
細
川
壽
美
雄
さ
ん
、
巨
瀬

祇
園
踊
り
保
存
会
長
大
江
保
男
さ
ん
、

同
副
会
長
松
森
勇
さ
ん

　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
、
文
化
や
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
全
国
大
会
出
場
、
そ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
収

め
た
個
人
・
団
体
の
情
報
が
あ
れ
ば
、お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係
☎
21
‐
０
２
１
０
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第
10
回
高
梁
市
文
学
選
奨

　地域社会福祉、保健環境衛生などの厚生分野のボランティア活動に取り組む個人を顕彰する「山川ボランティ
ア顕彰」の受賞者が決定し、10月 11日に高梁総合文化会館で開催された「高梁市健康福祉のつどい」で表彰式
が行われました。
　同顕彰は、元備北信用金庫理事長・故山川昭さんのご遺族の寄付をもとに基金を設置し、平成 13年度から行っ
ています。
■問い合わせ　福祉課高齢福祉係☎ 21- ０２６５

山川ボランティア顕彰

上
うえ

村
むら

 　齊
ひとし

さん

（70歳）
(巨瀬町)

中
なか

森
もり

 　勇
いさむ

さん

（80歳）
(高倉町飯部)

福
ふく

田
だ

 定
さだ

治
じ

さん

（83歳）
(津川町八川)

前
まえ

原
はら

 美
み

智
ち

惠
え

さん

（72歳）
(本町)

森
もり

下
した

 　謙
けん

さん

（73歳）
(落合町近似)

土
つち

谷
や

 林
りん

子
こ

さん

（77歳）
(成羽町下原)

佐
さ

倉
くら

 祐
ゆう

一
いち

さん

（81歳）
(川上町高山)

　

第
10
回
高
梁
市
文
学
選
奨
は
、
一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
に
６
部
門
47
点
、
小
・
中
学
生
の
部
に
３
部
門

１
０
１
点
の
応
募
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
入
選
９
点
と
佳
作
23
点
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
本
年
度
中
に
発
刊
す
る
小
冊
子
「
高
梁
の
文
学
」
に
掲
載
し
、
童
謡
作
詞
部
門
の
入
選
作
品
に
は

曲
を
付
け
て
、
来
年
の
童
謡
ま
つ
り
で
発
表
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課
文
化
係
☎
21
‐
１
５
１
６

◆
入
選
・
作
品
名

【
一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
】

▽
小
説
・
随
筆
等

　
「
ツ
バ
メ
」

　
金か
ね

子こ 

由ゆ

実み

さ
ん 

（25） 

　
（
成
羽
町
成
羽
）

◆
佳
作（
敬
称
略
）

【
小
・
中
学
生
の
部
】

【
一
般
・
高
校
・
大
学
生
の
部
】

▽
小
説
・
随
筆
等
…
仲な
か

田だ

澪み
ほ

子こ（
高

倉
町
田
井
）▽
詩
…
山や
ま

川か
わ

眞ま

智ち

子こ（
川

面
町
）▽
短
歌
…
１
席
・
梶か
じ

谷た
に

文ふ
み

江え

（
石
火
矢
町
）、
２
席
・
平ひ
ら

川か
わ

麗れ
い

子こ

（
成
羽
町
小
泉
）▽
俳
句
…
長は

谷せ

川が
わ

祐ゆ
う

子こ（
成
羽
町
下
原
）▽
川
柳
…
角つ
の

瀬せ

君き
み

子こ（
中
井
町
西
方
）▽
童
謡
作
詞
…
山や
ま

川か
わ
眞ま

智ち

子こ（
川
面
町
）

【
小
・
中
学
生
の
部
】

▽
短
歌
…
１
席
・
小こ

林ば
や
し

拓た
く

哉や（
富
家

小
）、
２
席
・
三み

村む
ら

莉り

穂お（
津
川
小
）、

３
席
・
泉い
ず
みひ
か
る（
富
家
小
）▽
俳
句
…

１
席
・
泉い
ず
みひ
か
る（
富
家
小
）、
２
席
・

古こ

村む
ら
瑠る

夏か（
富
家
小
）、
３
席
・
井い
の

上う
え
銀ぎ
ん

河が（
富
家
小
）、
４
席
・
原は
ら

田だ

紘ひ
ろ

輝き（
富

家
小
）、
５
席
・
上う
え

田だ

光こ
う

晟せ
い（
高
梁
北

中
）、
６
席
・
村む
ら

上か
み

智と
も

哉や（
高
梁
北
中
）、

７
席
・
岡お
か

﨑ざ
き

伸し
ん

太た

郎ろ
う（

富
家
小
）、
８

席
・
鈴す
ず

木き

夏な
つ

果か（
高
梁
北
中
）、
９
席
・

杉す
ぎ

田た

唯ゆ
い

人と（
富
家
小
）、
10
席
・
芳は

賀が

智と
も

哉や（
富
家
小
）、
11
席
・
笹さ
さ

治じ

智と
も

弘ひ
ろ（
高

梁
北
中
）、
12
席
・
宮み
や

田た

清せ
い

真ま（
高
梁
北

中
）▽
川
柳
…
新に
っ
田た

希き

沙さ

良ら（
富
家
小
）

▽
詩

　
「
夏
の
か
け
ら
」

　
橋は
し

本も
と 

大だ
い

樹き

さ
ん 

（26） 

　
（
川
上
町
三
沢
）

▽
短
歌

　
「
野
良
の
戯
言
」

　
川か
わ
上か
み 

幸さ
ち
子こ

さ
ん 

（78） 

　
（
成
羽
町
長
地
）

▽
俳
句

　
「
四
季
」

　
川か
わ

野の 

輝て
る

男お

さ
ん 

（87） 

　
（
中
井
町
津
々
）

▽
川
柳

　
「
結
婚
」

　
妹せ
の

尾お 

昌ま
さ

美よ
し

さ
ん 

（79） 

　
（
東
町
）

▽
童
謡
作
詞

　
「
あ
り
が
と
う
ゾ
ウ
さ
ん
」

　
秋あ
き
山や
ま 

智と
も
子こ

さ
ん 

（54） 

　
（
成
羽
町
下
原
）

▽
短
歌

　
「
夏
」

　
遠え
ん

藤ど
う 

優ゆ
う

花か

さ
ん

　
（
高
梁
北
中
２
年
）

▽
俳
句

　
「
ぼ
く
の
夏
」

　
平ひ
ら

井い 

悠ゆ
う

真ま

君

　
（
富
家
小
５
年
）

▽
川
柳

　
「
花
火
」

　
近ち
か
久ひ
さ 

武む
さ
し蔵

君 

　
（
成
羽
小
５
年
）
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「赤羽根」の全景

平成 14年に発掘された「赤羽根イナリ古墳」

地
名
を
あ
る
く

九
十
七  
落
合
町
阿
部  

赤
羽
根

　「
赤
羽
根
」
一
帯
斜
面
に
は
、
多
く
の

古
墳
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
古
代
の
墳
墓

地
帯
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
倉
敷
考

古
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
箱
式
石
棺
や
勾ま
が

玉た
ま

な
ど
は
、
こ
の
付
近
か
ら
出
土
し
た
も

の
で
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
七
月
に
六
号
墳
、
七
号

墳
、
八
号
墳
が
発
掘
さ
れ
、
い
ず
れ
も
棺
ひ
つ
ぎ

の
側
石
や
天
井
石
を
赤
土
の
粘
土
で
目
張

り
を
施
し
て
い
て
、
棺
の
中
に
は
川
原
石

を
敷
き
詰
め
、
石
枕
を
し
て
寝
か
さ
れ
た

人
骨（「
神し
ん

展て
ん

葬そ
う

」）や
鉄
剣
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
人
骨
の
首
か
ら
上
に
は
赤
色
顔

料（
ベ
ン
ガ
ラ
）の
朱し
ゅ

が
塗
ら
れ
、
い
ず
れ

も
保
存
状
態
が
良
い
も
の
で
、
赤
褐
色
の

粘
土
層
に
埋
葬
さ
れ
、
密
封
さ
れ
て
い
た

た
め
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
、
ど
の
墳
墓
も
五

世
紀
初
め
か
ら
六
世
紀
頃
の
群
集
墳
と
し

て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
）

に
、
宅
地
造
成
中
に
発
見
さ
れ
、
発
掘
調

査
さ
れ
た
「
赤
羽
根
イ
ナ
リ
古
墳
」（
市
指

定
文
化
財
）が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
直
径

十
四
㍍
の
円
墳
で
、
墳
丘
に
は
周
り
に
石せ
き

列れ
つ

が
発
見
さ
れ
、「
葺ふ

き
石い

し
」を
め
ぐ
ら
し
た
、

そ
の
円
の
中
に
五
基
の
箱
式
石
棺
が
見
つ

　「
赤あ
か

羽ば

根ね

」
は
、
井
谷
川
に
沿
っ
た
阿

部
山（
三
一
六
㍍
）の
山
塊
が
南
に
向
か
っ

て
突
き
出
し
た
と
こ
ろ
の
山
す
そ
に
当
た

る
南
向
き
の
斜
面
で
、
阿
部
の
平
野
や
成

羽
川
を
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　
現
在
「
赤
羽
根
」
に
、
た
い
よ
う
の
丘

ホ
ス
ピ
タ
ル
な
ど
の
施
設
が
建
っ
て
い
ま

す
が
、
昔
は
大
変
寂
し
い
静
か
な
場
所
で

し
た
。
旧
成
羽
往
来
が
、
北
の
原
田
、
松

原
方
面
と
別
れ
る
場
所
で
、
そ
の
分
岐
点

に
観
音
堂
が
建
っ
て
い
て
、
唯
一
の
「
休

み
堂
」
で
し
た
。

　
今
で
も
そ
こ
に
は
、
文
政
時
代

（
一
八
一
八
～
一
八
三
〇
）に
江
戸
大
相
撲

の
力
士
だ
っ
た
、
金こ
ん

剛ご
う

力り
き

熊く
ま

ヶが

嶽だ
け

の
墓
碑

や
、
延
命
地
蔵
の
石
仏
が
昔
を
偲し
の

ば
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
金
剛
力
熊
ヶ
嶽
の
碑
に

は
、「
八
田
部
山
門
弟
熊
ヶ
嶽
木
曽
右
衛

門
」
と
左
側
に
書
か
れ
、
右
に
文
政
七

甲き
の
え

申さ
る（

一
八
二
四
）歳
閏う

る
う

八
月
三
日
卒
年

三
十
五
」
と
あ
っ
て
、
江
戸
大
相
撲
の
星

取
表
に
も
出
て
い
た
力
士
で
、
三
十
五
の

若
さ
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
横
に
は
、
延
命
地
蔵
の
立
派
な

石
仏
が
立
っ
て
い
ま
す
。「
天
明
二
壬み
ず
の
え

寅と
ら

（
一
七
八
二
）三
月
日 

乳に
ゅ
う

子し

観か
ん

音の
ん

札ふ
だ

所し
ょ

道み
ち 

井
谷
念
仏
講
」
と
書
か
れ
、
当
時
は
飢き

饉き
ん

な
ど
が
あ
っ
て
不
景
気
な
時
代
で
、
阿
部

深み

山や
ま
の
「
観か

ん
音の

ん
信し

ん
仰こ

う
」
の
霊
場
が
人
々
を

集
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
信
者
の
道
案

内
を
兼
ね
た
地
蔵
石
仏
な
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
付
近
に
は
天
正
六
年

（
一
五
七
八
）播
州
上こ
う
月づ

き
城
の
戦
い
で
毛
利

に
降
伏
し
て
、
松
山
城
へ
護
送
さ
れ
る
途

中
に
阿あ

井い

の
渡
し
で
暗
殺
さ
れ
た
尼
子
の

武
将
山や
ま

中な
か

鹿し
か
の
す
け助

幸ゆ
き

盛も
り

の
胴ど

う
墓ば

か
や
、
鹿
介
の

位
牌
を
祀ま
つ

っ
て
い
る
曹
洞
宗
観か

ん
泉せ

ん
寺じ

が
あ

り
ま
す
。

か
り
、
こ
の
う
ち
の
二
基
の
棺
か
ら
も
人

骨
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
円
墳
の
墳
丘
の
中
に
五
棺

が
埋
葬
さ
れ
た
も
の
は
、
大
変
珍
し
い
と

い
わ
れ
、
し
か
も
時
代
が
五
世
紀
初
め
か

ら
六
世
紀
の
古
墳
で
、
大
変
古
い
時
代
の

も
の
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に「
赤
羽
根
」

に
見
ら
れ
る
赤
褐
色
で
粘
土
質
の
土
壌

（
保
水
性
が
大
き
く
、
湿
る
と
強
い
粘

性
が
あ
る
土
）は
、
当
時
墳
墓
と
し
て
人

骨
を
保
存
す
る
に
は
、
最
も
適
し
た
好
条

件
の
場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　「
赤
羽
根
」
と
い
う
地
名
は
、
赤
褐
色

3

3

3

で
粘
土
質

3

3

3

3

の
土
壌
を
意
味
す
る
「
埴は

に
」
か

ら
転
じ
た
地
名
で
、「
赤あ
か

埴ば
ね

」
と
か
「
赤あ

か

羽ば
ね

」、「
赤
羽
根
」
と
同
じ
意
味
の
地
名
で
、

珍
し
い
自
然
地
名

3

3

3

3

な
の
で
す
。

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）
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　高梁市自立支援協議会は、こころの病や精神障害について正しく理解し、障
がいのある人への支援のあり方を考えるミニフォーラムを開催します。

【日 時】　12 月 19 日㈮　午後１時 30 分～午後３時 40 分（受付：午後１時～）
【会 場】　高梁総合文化会館
【内 容】　１部：演題「支えあって生きる」
　　　　　　　　講師　吉備国際大学保健医療福祉学部社会福祉学科教授　山北勝寛さん
 　　　　　２部：活動紹介　当事者による発表

【申込期限】　12 月 17 日㈬まで

■問い合わせ・申し込み先　　福祉課　☎ 21- ０２８４、健康づくり課　☎ 21- ０２２８

入場無料

精神保健ミニフォーラム　  生きる力２０１４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～自分らしく高梁で～

　心の健康について学び心穏やかに日常生活を送ることができる、誰もが住み
良い地域づくりを目指して講演会を開催します。

【日 時】　12 月４日㈭　午後２時～午後３時 40 分　（受付：午後１時 30 分～）
【会 場】　川上総合学習センター
【内 容】　演題：「こころの健康づくり～睡眠とストレスと認知症予防～」
　 　 　　　講師：こころの医療たいようの丘ホスピタル副院長　兒玉昌純さん

■問い合わせ　　健康づくり課　☎ 21- ０２２８

こころの健康づくり講演会

【展 示 名】　写真部　　　　【期 間】　12 月１日㈪～ 12 月 31 日㈬

高梁駅ふれあい連絡路へ作品を展示

高梁市発足 10 周年記念　高梁コーラスフェスティバル第 24 回

　高梁市と吉備中央町のコーラスグループの歌声をお届けします。

【日 時】　11 月 30 日㈰　午後０時 30 分～（開場：正午）
【会 場】　高梁総合文化会館
【出 場 者】　県立高梁高等学校コーラス部／ヴォーカル沙羅／高梁さざなみ会／花みづき／ル ソレイユ／

　津川女声コーラス蘭／吉備中央児童合唱団／ラ・ヴィオレット／高梁少年少女合唱団ジュニア／高梁三曲会／
　高梁男声合唱団ぐらんぱ／レモングラス／なないろ／たかはしグリーンエコー／マミー・マスカット／落合ハッピーコーラス／
　ヴォーチェ・パステル／コールたかはし／高梁少年少女合唱団シニア

■問い合わせ　　高梁総合文化会館　☎ 22- １０４０

■問い合わせ　　高梁文化協会　☎ 22- ２１２５

　Information - イベント情報

入場無料

入場無料
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◎のびのび親子教室　※申し込みが必要です
内　容：�お子さんの発達について心配な人、遊びを

とおしてコミュニケーションや関わりを学
ぶ教室　※託児ができます

対　象：２歳～３歳くらいの子どもと保護者
　12月��9日㈫��10:30～11:30　高梁保健センター

◎親子で遊べる教室
内　容：親子体操、親子遊び
親子体操教室　※初回は申し込みが必要です
対　象：おおむね２歳～就学前の幼児
　12月��2日㈫��14:30～15:10　高梁保健センター
ちびっこ広場
対　象：おおむね１歳～就学前の幼児
　12月18日㈭��10:00～11:30　成羽健康管理センター

◎育児相談
　内　容：身体測定、個別相談
　持参品：母子健康手帳
　対　象：０歳～就学前の幼児
　　12月  5日㈮��10:00～11:00（受付）　子育て支援センター

◎ひよこ園（療育指導）
　場　所：高梁保健センター（和室）
　　12月11日㈭��10:30～16:00　
　　12月25日㈭��10:30～16:00
　■問い合わせ・申し込み
　　健康づくり課母子保健係�☎21- ０２２８、各地域局

◎母子相談
　月・火・木・金　��9:00～16:00　子ども課相談室
　■問い合わせ　子ども課子ども支援係☎21-０２８８

◎家庭児童相談
　月・火・水・金　��9:00～16:00　子ども課相談室
　■問い合わせ　子ども課子ども支援係☎21-０２８８

◎教育相談
　月～金　��9:00～17:00　教育委員会相談室
　■問い合わせ・電話相談　専用電話☎22- ７８６７

各 種 相 談・教室（12 月）

　Information - 子育て支援情報

◎さてらいとひろば“ゆうゆう”
　12月17日㈬　10:00～11:30　文化交流館

◎サロン　月～金曜日（祝日を除く）　10:00～16:00

◎家庭相談日　12月 11日㈭、12月 17日㈬

月　日 あそび内容
12月���5 日㈮ 育児相談
12月���6 日㈯ パパデー
12月 12日㈮ 赤ちゃんタイム
12月 19日㈮ クリスマスを楽しもう（要予約）
12月 26日㈮ ※年末休館

ゆう・ゆうひろば（12 月）

　■問い合わせ　子育て支援センター☎ 22- ２４５０
　　　　　　　　子ども課子ども支援係☎21-０２８８

　※�保育士への相談やファミリーサポート事業の申し込み等は、
午前８時 30分～午後５時 15分まで受け付けています。

　　※「パパデー」：�“土曜日なら子どもと一緒にひろばに
行ける”というお父さん大歓迎です。

　場所：子育て支援センター（順正高等看護福祉専門学校２号棟）

◎オープンスペース　10:00～11:30

◎子どもの心とからだの総合相談（要予約）
　　12月25日㈭　13:00～15:00（受付）　備北保健所
　■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課☎ 21- ２８３５

◎思春期（ひきこもり）相談（要予約）
　　12月25日㈭　��9:30～11:30　備北保健所
　■問い合わせ・予約先　備北保健所備北保健課☎ 21- ２８３６

お知らせ 小児救急医療電話相談

　子どもの夜間の急な発熱やけいれんなど、具合が
悪くなった時の保護者の不安や、症状への対応方法
などについて、当番小児科医、看護師が電話でご相
談に応じ、医療機関への受診について適切な助言を
します。

◆相談日時　【土・日曜日、祝日、年末年始】
　　　　　　　午後６時～翌朝８時
　　　　　　【平日の月～金曜日】
　　　　　　　午後７時～翌朝８時
◆電話番号　☎＃８０００、または☎０８６- ２７２- ９９３９

■問い合わせ　岡山県医療推進課☎０８６-２２６-７４０３
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国民年金
　配偶者の暴力（ＤＶ）により配偶者（ＤＶ加害者）と住居が異なる人であって、国民年金保険料の納付が経済的
に困難な場合、納付が免除になります。
◆ＤＶ被害者が保険料の免除をうけるには？・・・本人（ＤＶ被害者）の申請が必要です。
　・�配偶者の所得にかかわらず、本人の前年所得が一定以下であれば保険料の全額または、一部が免除になります。
　　注：世帯主は、所得審査の対象となる場合があります。
◆申請手続き・・・まずはお近くの年金事務所へご相談ください。
・平成 26年４月より、申請時点の２年１カ月前まで免除を申請できるようになりまし
た。過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある人は、ご相談ください。

　・免除となる期間は、毎年７月～翌年６月までです。
　・申請および住居に関する申し出は、毎年必要です。
　・�初回申請の際、婦人相談所および配偶者暴力相談支援センター等の公的機関が発行す
る証明書（配偶者からの暴力に関する証明書）の添付が必要です。

○ 11 月 30 日は「年金の日」です！
　高齢期の生活設計に思いを巡らしていただく日として、1

い
1
い
月 3
みらい
0 日を「年金の日」としました。年金記録や将

来の年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について考えてみませんか？
　高梁年金事務所では、11月 30日㈰  午前９時 30分～午後４時まで、休日年金相談会を実施します。

○国民年金保険料のご案内を「民間委託」しています！
　日本年金機構は、国民年金保険料を納め忘れた人に対して、電話・文書・個別訪問による納付の案内や免除等の
申請手続きの案内を民間事業者へ委託して行っています。
〔平成 26年 10月から案内業務を行う委託事業者〕東京ソフト㈱☎０５７０- ０００- ３２８

■問い合わせ　市民課戸籍住民係☎ 21- ０２５２、日本年金機構高梁年金事務所☎ 21- ０５７３

ＤＶ被害により国民年金保険料の納付が困難な人へ！

税（料）目 期 納期限
（口座振替日）

国民健康保険税（普通徴収）

５期 12月１日㈪介護保険料（普通徴収）

後期高齢者医療保険料（普通徴収）

【予告】　12月の納期限（口座振替日）
　・固定資産税・都市計画税（３期）
・国民健康保険税（普通徴収／６期）
・介護保険料（普通徴収／６期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収／６期）
※納期限（口座振替日）＝ 12月 25日㈭

【お願い】
　口座振替を登録されている人は、振替日前に預金
残高の確認をお願いします。

税  金 　11 月納期限（口座振替日）

■問い合わせ　税務課収税係☎ 21- ０２１５
　※後期高齢者医療保険料は、保険課健康保険係☎ 21- ０２５８

　Information - 生活支援情報

月　日 医療機関名（所在地） 電話番号

12月　7日㈰ 高梁中央病院（南町） ☎22-３６３６

12月 14日㈰ 西医院（中之町）
まつうらクリニック（成羽町）

☎22-２８２０
☎42-２３１５

12月 21日㈰ 高梁整形外科医院（本町）
川上診療所（川上町）

☎22-１５３１
☎48-４１８８

12月 23日㈫ 大杉病院（柿木町） ☎22-５１５５

12月 28日㈰ 藤本診療所（松原通）
野村医院（巨瀬町）

☎22-３７６０
☎25-０００３

12月 29日㈪ 備中整形外科病院（成羽町）
三村医院（巨瀬町）

☎42-４３１１
☎25-９０１０

12月 30日㈫ 成羽病院（成羽町） ☎42-３１１１

12月 31日㈬ 池田医院（中間町）
備中診療所（備中町）

☎22-２２４４
☎45-９００１

※休日当番医が変更になる場合がありますので、受診前
に電話でご確認ください。

休日当番医



17 広報　　　　　11月号　vol.122

◎法律相談（予約制）
12月  9日㈫ 13:00～16:00　市役所別館第５会議室
■問い合わせ・申し込み　市民課市民係  ☎21- ０２５４

◎行政相談
12月  1日㈪　9:00～12:00　市コミュニティプラザ
12月  5日㈮　9:00～12:00　備中総合センター
12月  9日㈫　9:00～12:00　川上総合学習センター
12月11日㈭　9:00～12:00　有漢農業構造改善センター
12月19日㈮ 10:00～15:00　成羽総合福祉センター
■問い合わせ　市民課市民係  ☎21- ０２５４、 各地域局

◎司法書士相談
12月12日㈮ 10:00～12:00　市役所別館第４会議室
■問い合わせ　市民課市民係  ☎21- ０２５４

◎消費生活相談
12月16日㈫ 10:00～15:00　市役所分庁舎会議室Ａ
■問い合わせ　市民課市民係  ☎21- ０２５４

◎人権擁護委員によるなやみごと相談
12月  2日㈫　9:00～12:00　市役所別館第４会議室
12月  5日㈮　9:00～12:00　備中総合センター
12月  9日㈫　9:00～12:00　川上総合学習センター
12月11日㈭　9:00～12:00　有漢農業構造改善センター
12月11日㈭　9:00～12:00　成羽文化センター
12月24日㈬　9:00～12:00　松原町コミュニティハウス
■問い合わせ　岡山地方法務局高梁支局  ☎22- ２３１８

◎職業相談
　　月～金  8:30～17:15　高梁公共職業安定所

■問い合わせ　高梁公共職業安定所  ☎22- ２２９１

各 種 相 談

■問い合わせ　ハローワークたかはし☎ 22- ２２９１

　Information - 生活支援情報

職種 所在地 賃金月額

現場主任者（土木部） 小高下町 180,000 円～ 300,000 円

現場作業員 下町 180,000 円～ 240,000 円

大型トラック運転手 落合町 250,000 円～ 280,000 円
営業員（ＮＨＫ放送
受信料契約収納業務） 落合町 160,000 円

入出庫作業、機械修理等 落合町 170,100 円～ 261,300 円
林業に携わる一般業務・
建設業務 玉川町 日給 8,000 円

和菓子製造 成羽町 145,000 円～ 194,000 円

ゴム製品製造の補助作業 松山 時給  800 円～ 900円

施術助手 段町 時給  750 円～ 850円

経理事務 落合町 時給  800 円～ 900円

求人情報（11 月５日現在）

◎備北保健所の定期相談・検査（予約制）
　病態栄養相談　　 　　12月25日㈭  10:00～11:00
　精神保健福祉相談　 　12月10日㈬  14:00～16:00
　　　　　　　　　　 　12月24日㈬  14:00～16:00
　エイズ・性感染症検査 12月24日㈬  13:00～14:00
　Ｂ型・Ｃ型肝炎検査 　12月24日㈬  13:00～14:00
　骨髄ドナー検査登録 　12月24日㈬  13:00～14:00
■問い合わせ　備北保健所備北保健課  ☎21- ２８３６

お知らせ
　平成 25 年の１年間に全国で新たなＨＩＶ感染者数は
1,106 件（過去２位）で、新規エイズ患者数は 484件（過
去最多）でした。累計の報告数は 23,000 件を超え、地
域・年齢ともに広がりを見せ、予断を許さない状況です。
ＨＩＶに感染していても症状がなく、検査をしなければ
発見できません。早期に発見できれば、エイズの発症を
防ぐことが可能となっています。
　備北保健所は、世界エイズデーに合わせて定期外の検
査を次のとおり実施します。まずは、備北保健所までご
相談ください。
・日 時…12月２日㈫　午後３時～午後７時
・会 場…備北保健所
※ 無料で匿名可能。予約が必要です。エイズの定期検査

は、毎月第４水曜日（無料・匿名）です。

12 月１日は世界エイズデー

◎ふれあい相談
　　10:00～15:00　高梁総合福祉センター
　心配ごと相談・高齢者サービス相談　12月18日㈭
　身体障害者相談　　　　　　　　　　12月  4日㈭
　福祉総合相談　　　毎週月～金曜日（祝日は除く）

■問い合わせ・相談予約
　高梁市社会福祉協議会地域福祉課  ☎22-７２４３
　有漢支所  ☎57- ３２１８　成羽支所  ☎42-２００５
　川上支所  ☎48- ９７７０　備中支所  ☎45-３１３１
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11
月
21
日
㈮
か
ら
発
売
さ
れ
る

「
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
は
、

１
等
・
前
後
賞
を
合
わ
せ
て
７
億

円
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
史
上
最
高
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
県
内
で
発
売
し
て
い
る
宝
く
じ

の
収
益
金
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の

身
近
に
あ
る
学
校
や
公
園
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
充
実
、
幻
想
庭
園

（
後
楽
園
）と
い
っ
た
文
化
振
興
事

業
な
ど
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
幅
広

く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宝
く
じ
の
売
り
上
げ
向
上
が
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
宝
く
じ
の
購
入
は
、
ぜ
ひ

「
県
内
」
で
お
願
い
し
ま
す
。

岡
山
県
財
政
課

　
☎
０
８
６-

２
２
６-
７
２
３
１

岡
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

宝
く
じ
購
入
は
県
内
で

　Information - 情報プラス

　

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま

で
、
全
国
で「
犯
罪
被
害
者
週
間
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
岡
山
県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害

に
遭
っ
た
人
や
そ
の
家
族
が
抱
え

る
問
題
、
要
望
に
お
応
え
す
る
た

め
、
警
察
本
部
と
警
察
署
に
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
梁
警
察
署
☎
22-

０
１
１
０

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

犯
罪
被
害
者
週
間

警察本部相談窓口

犯罪被害者や
そのご家族からの相談 ０８６- ２２３- ８３４９

性犯罪被害者相談 ０１２０- ００１- ７９７
暴力団に関する相談や情報 ０８６- ２３３- ８９３０
少年についての相談 ０８６- ２３１- ３７４１
高梁警察署相談窓口
警務課被害者支援係 ０８６６- ２２- ０１１０

　
11
月
15
日
㈯
か
ら
平
成
27
年
２

月
15
日
㈰
ま
で
狩
猟
期
間
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
限
っ

て
は
、
農
作
物
等
へ
の
被
害
防
止

を
目
的
に
、
狩
猟
期
間
を
３
月
15

日
㈰
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
野
山
に
出
か
け
る
際
に
は
、
目

立
つ
色
の
服
や
音
の
鳴
る
も
の
を

身
に
付
け
る
な
ど
、
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

備
中
県
民
局
高
梁
地
域
森
林
課

　
☎
21-

２
８
４
１

　
岡
山
県
自
然
環
境
課

　
☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
１
０

野
山
へ
出
か
け
る
際
は
ご
注
意
を

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

　

11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
は
、

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
で

す
。
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し

て
い
れ
ば
、
労
働
保
険
に
加
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
労
働
者
と

そ
の
家
族
の
生
活
と
安
心
の
た

め
、
労
働
保
険
の
加
入
は
事
業
主

の
責
任
と
義
務
で
す
。
加
入
手
続

き
が
済
ん
で
い
な
い
事
業
主
は
、

こ
の
機
会
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

高
梁
公
共
職
業
安
定
所

　
☎
22-

２
２
９
１

　
新
見
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
８
６
７-

７
２-

１
１
３
６

雇
っ
た
ら
入
る
の
が
経
営
者
の
資
格

労
働
保
険
適
用
促
進

　
平
成
26
年
８
月
の
広
島
土
砂
災

害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人
を
支

援
す
る
た
め
に
、
義
援
金
を
支

払
っ
た
場
合
は
、
税
制
上
の
措
置

（
手
続
き
）
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
個
人

　
個
人
で
義
援
金
を
支
出
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
義
援
金
が
「
特
定

寄
附
金
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
寄
附
金
控
除
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
法
人

　
法
人
で
義
援
金
を
支
出
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
義
援
金
が
「
国
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄

附
金
」（
国
等
に
対
す
る
寄
附
金
）

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
支

出
額
の
全
額
が
損
金
の
額
に
参
入

さ
れ
ま
す
。

※
「
義
援
金
に
関
す
る
税
務

上
の
取
り
扱
い
Ｆ
Ａ
Ｑ
」
を

広
島
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp.

hiroshim
a/

）
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

高
梁
税
務
署
☎
22-

２
５
４
６

広
島
土
砂
災
害
の
支
援

義
援
金
等
の
税
制
控
除

◆日時　11月29日㈯　午後６時～
◆場所　高梁基督（キリスト）教会堂ほか
◆内容　18:00～イルミネーション点灯式
　　　　　　　　打ち上げ花火
　　　　　　　　高梁城南高校吹奏楽演奏
　　　　19:00～チャリティーコンサート
　　　　　　　　【ザッハトルテ】
◆料金　無料（コンサートは申し込みが必要）
■問い合わせ　高梁市青年経済協議会（金子）
　　　 　 　　☎０８０-１９３０-４１５５

高梁市発足１０周年記念
愛らぶ高梁ウインターフェスタ 2014
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◆
日
時
…
11
月
30
日
㈰　
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◆
場
所
…
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◆
内
容
…
参
加
講
座
・
サ
ー
ク
ル

【
茶
道
】
お
茶
席

　
会
場
：
お
茶
室

　
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
２
時

【
華
道
・
ペ
ン
習
字
】
作
品
展
示

　
会
場
：
１
階
講
習
室

【
英
会
話
教
室
】
展
示

　
会
場
：
１
階
フ
ロ
ア

【
ギ
タ
ー
教
室
】

　
会
場
：
１
階
フ
ロ
ア

　
演
奏
時
間
：
午
前
11
時
～　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
☎
22-

１
８
８
０

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

平
成
26
年
度
文
化
祭

　Information - 情報プラス

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
明
る
く
住

み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
み
ん
な
で
人
権

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
…
11
月
29
日
㈯　
午
後
１

時
30
分
～（
開
場
：
午
後
１
時
）

◆
場
所
…
高
梁
市
文
化
交
流
館

◆
内
容

演
題
：
大
好
き
は
魔
法
の
こ
と
ば

講
師
：
山
元
加
津
子
さ
ん（
作
家
、

　
　
　
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

◆
入
場
料
…
無
料　

市
民
課

　
☎
21-

０
２
５
４

平
成
26
年
度

人
権
啓
発
講
演
会

　
お
酒
は
日
々
の
生
活
に
豊
か
さ

と
潤
い
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
一

方
、
不
適
切
な
飲
酒
は
ア
ル
コ
ー

ル
健
康
障
害
や
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、
毎
日
飲
酒
す

る
人
の
割
合
が
平
成
23
年
で
34
・

８
％
と
全
国
平
均（
平
成
21
年

32
・
６
％
）を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

節
度
あ
る
適
度
な
量
の
飲
酒
に
つ

い
て
、
個
人
が
適
切
に
判
断
し
、

健
康
的
な
行
動
に
結
び
つ
け
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
備
北
保
健
所
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

を
テ
ー
マ
に
し
た
県
民
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
日
時
…
12
月
２
日
㈫　
午
後
３

時
～
午
後
５
時

◆
場
所
…
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

◆
内
容

演
題
：
私
た
ち
を
取
り
巻
く
身
近

　
　
　
な
ア
ル
コ
ー
ル
問
題

講
師
：
角
南
隆
史
先
生（
県
精
神

　
　
　
科
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
）

◆
料
金
…
無
料

岡
山
県
備
北
保
健
所

　
☎
21-

２
８
３
６

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

県
民
講
座
を
開
催

　総合文化会館施設内の空調設備改修工事
を行うため、次の期間中、施設内の利用を制
限します。利用者の皆様にはご迷惑をお掛け
しますが、ご理解とご協力をお願いします。
◆工事期間
　平成27年１月19日㈪～３月20日㈮
◆使用制限施設
　・大ホール、工芸創作室、展示ロビー
　　※工事期間中は利用できません。
　・レクチャールーム、会議室１、会議室２
　　※２月15日㈰から利用できます。
　・リハーサル室
　　※３月１日㈰から利用できます。
　・清水比庵記念室、観光物産館
　　※工事期間中は見学できません。
■問い合わせ　総合文化会館☎22-１０４０

高梁総合文化会館
工事のため利用を制限します

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

▼
先
日
、
備
北
保
健
所
の
運
営
協

議
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
保
健
所

の
多
岐
に
わ
た
る
業
務
に
、
私
た

ち
の
生
活
が
守
ら
れ
て
い
る
と
、

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
高
梁
市
で
も
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
小
児
救
急

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
「
小
児
救
急
電
話
相

談
」
を
ご
存
知
で
す
か
。
午
後
７

時（
休
日
は
午
後
６
時
）か
ら
翌
朝

８
時
ま
で
、
電
話
の
＃

シ
ャ
ー
プ８
０
０
０

を
プ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
体
の
異
変
に
つ
い
て
、
対
処

の
仕
方
を
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
診
察
時
間
外
の
急
な
場
合

に
活
用
で
き
ま
す
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に

は
、
何
か
あ
っ
た
時
に
慌
て
な
い

よ
う
に
、
普
段
か
ら
子
ど
も
と
接

す
る
と
き
に
そ
の
状
態
を
よ
く
観

察
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

▼
文
化
放
送
の
「
武
田
鉄
矢 

今

朝
の
三
枚
お
ろ
し
」
と
い
う
ラ
ジ

オ
番
組
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

毎
週
テ
ー
マ
ご
と
に
武
田
鉄
矢
さ

ん
が
軽
快
な
語
り
で
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

　
11
月
４
日
の
放
送
で
、
カ
ナ
ダ

と
日
本
の
駅
名
の
違
い
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で

は
、
地
域
の
風
景
を
駅
名
に
し
て

い
る
が
、
唯
一
の
人
名
駅
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、「
方
谷
駅
」
が

紹
介
さ
れ
、
山
田
方
谷
に
つ
い
て

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
武
田
鉄
矢

さ
ん
が
小
説
家
の
司
馬
遼
太
郎
さ

ん
の
フ
ァ
ン
だ
か
ら
、
ご
存
じ
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
紹
介
さ
れ
る

こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
大
河
ド
ラ
マ
化
の
活
動
も
ま
だ

ま
だ
頂
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
市
と
し

て
も
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で

あ
る
方
谷
駅
を
、
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
守
っ
て

い
き
ま
す
。

市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は
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※行政放送、市ホームページでも紹介します。

＜作り方＞
①�レンコンは皮をむき、酢を少々加えた水に５分間つける。2/3量はすりおろしてザルに
あげて軽く水気をきる。残り1/3量はいちょう切りにする。
②�ハンバーグのタマネギはみじん切りにし、耐熱皿に中央をあけてラップをせずにレンジ
（500W）で１分～１分30秒かける。いちょう切りにしたレンコンも同様にレンジにか
ける。
③�付け合せのチンゲンサイは茎と葉を分けて食べやすい大きさにきる。ニンジンは５mm
幅の輪切りにする。タマネギは縦半分にして１cm幅の半月切りにする。
④�ボウルに合挽き肉・すべてのレンコン・タマネギ・パン粉・卵・塩コショウを入れよく混ぜる。
４等分にし小判型に整える。
⑤�フライパンを熱してハンバーグを並べる。２～３分焼き、焼き色がついたら裏返し、さ
らに２～３分焼く。
⑥�空いているところにチンゲンサイの茎とニンジン、タマネギを並べて酒をふり、蓋をして
弱火で５～６分たったらチンゲンサイの葉も加え１～２分蒸し焼きにする。
⑦�肉と野菜に火が通ったら器に盛り、ダイコンおろしと白菜キムチをのせ、ポン酢をかける。

1人分の栄養価【�エネルギー�229kcal�】　たんぱく質�13.2g　脂質�8.7g　食塩�1.1g

しゃきしゃきレンコンハンバーグ
　旬のレンコンをふんだんに入れたハンバーグです。レンコンを入れることに
より、歯ごたえがあり、食物繊維が豊富でカロリーダウンも図れます。また、キム
チは発酵食品と呼ばれ、乳酸菌が豊富で腸内にいる有害細菌の増殖を抑えるこ
とによって、腸の働きを正常にしてくれる作用があります。食物繊維と発酵食品
で腸を元気にしましょう。

レシピ提供：高梁市栄養改善協議会連合会 中井支部 

■問い合わせ　　　　　　　　　　　　　
　健康づくり課健康増進係　☎ 21- ０２６７

＜材料＞（４人分）
合挽き肉……………  200g
レンコン ………………200g
タマネギ ……………… 60g
パン粉………………… 20g
卵……………………… 1個
塩コショウ …………… 少々
ダイコン（おろし） …150g
白菜キムチ（租刻み） … 60g
ポン酢 …………… 小さじ4
酢……………………… 適量
（付け合せ）
　チンゲンサイ ………200g
　ニンジン …………… 80g
　タマネギ ……………160g
　酒……………… 大さじ4

☆ステージⅠ期で見つかると…
　無症状のまま検診で見つかることが多く、短期間の治療で済み、約９０％以
上が完治します。内視鏡治療の適応の場合など身体的負担が少なくなります。
☆ステージⅢ期・Ⅳ期で見つかると…
　治療の長期化や苦痛等から日常生活に制限ができることがあり、完治率も低
下します。医療費がステージⅠ期の約５倍かかり、経済的な不安も伴います。

知って 得 する検診情報　Vol．8

がんの医療費ってこんなにかかるの？
　現在、がんは２人に１人が生涯のうちにかかると言われ、身近な病になりつつあります。しかし、実際にがんにかかると
病状のことや再発などさまざまな不安を伴うことがあります。その中でも経済的な不安は大きく、病状によっては治療が長
期化し、働けない時期があるとより不安も大きくなります。そこで今回は、がんの医療費がどの位かかるかをお伝えします。

　がん検診を定期的に受診されて
いる場合、ステージⅠ期で発見さ
れることが多いです。
　がん検診を年１回は必ず受ける
ようにしましょう！

ステージⅠ期
（内視鏡治療の場合）

○胃がんの進行度と医療費と個人負担額の図

※胃がんはステージ（病期）によって進行度が分かれており、各ステージによって医療費も変わってきます。
※医療費、負担額は個人の状況によって変わります。上記の医療費は入院費・治療費であり、継続して治療が必要な場合の医療費は含んでいません。
※高額療養制度を利用した場合は、自己負担額が軽減されます。

ステージⅡ期
（開腹手術の場合）

ステージⅢ・Ⅳ期
（開腹手術＋術後化学療法の場合）

自己負担額
約１０万円

自己負担額　約３６万円

自己負担額　約４５万円

進
　
行

医療費  約３０万円

医療費  約１２０万円

医療費  約１５０万円

自己負担額が約５倍になります！
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一般書
スケープゴート
Scapegoat
幸田 真音／著
中央公論新社
　権力、欲望、嫉妬が渦巻く永田
町。政権奪還を狙う明正党の「選
挙の顔」となり、金融大臣に就い
た経済学者の三崎皓子は“生贄”か、
それとも“ジャンヌ・ダルク”か。

ちいさいこのへや 図書館2階　14:30から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

移動図書館

12日金
有漢農業構造改善センター前　14:30～15:00
有漢生涯学習センター前　15:10～15:30
市営単独住宅高梁団地前　　16:20～16:50

16日火
津川地域市民センター前　11:00～11:30
高倉地域市民センター前　13:00～13:30
川面地域市民センター前　14:00～14:30

18日木
西山コミュニティハウス前　11:00～11:30
黒鳥ふれあい会館前　　　13:15～13:45
川上児童館前　　　　　　14:15～15:15

19日金
玉川地域市民センター前　13:00～13:30
落合地域市民センター前　　13:40～14:10
中国電力社宅前　　　　　14:30～15:00
松原地域市民センター前　　15:30～16:00

26日金
巨瀬地域市民センター前　10:30～11:00
中井地域市民センター前　13:00～13:30
宇治地域市民センター前　14:30～15:00
落合中二公会堂前　　　　16:00～16:30

児童書
ドクターイエローのひみつ
飯田 守／著
講談社
　新幹線のお医者さんであるドク
ターイエロー。時刻表にものって
いない、多くのなぞにつつまれた
ドクターイエローのプロフィール
や仕事の内容などを写真とともに
紹介し、ひみつに迫ります。東海
道新幹線誕生の歴史なども掲載。

児童書
中学生に贈りたい心の詩４０
水内 喜久雄／編著
ＰＨＰ研究所
　うれしい時、悲しい時、なん
でもなくてもちょっと時間があ
る時、詩を読んでみませんか？
人気詩人の作品から J ポップの
歌詞まで、中学生に今読んで欲
しい４０編を収録。朝読にも音
読にもおすすめの詩集。

移動図書館「うぐいす号」

９ 日火
23日火

老人ホーム成羽川荘　　　 8 :45～ 9 :00
成羽公民館中分館　　　　 9 :20～ 9 :30
ささゆり苑　　　　　　　 9 :40～ 9 :50
成羽公民館吹屋分館　　　10:10～10:30
成美保育園　　　　　　　11:00～11:10
鶴鳴保育園　　　　　　　11:15～11:25
日名神楽公園　　　　　　11:35～11:50

13日土
おりがみあそび「サンタクロース」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

20日土 クリスマス会
（ボランティアグループ『ふきのとう』）

27日土 ビデオ「マッチ売りの少女」

今月のおすすめ

今月のおすすめ

１日㈪～８日㈪、11日㈭、15日㈪、
22日㈪、23日㈫、29日㈪～１月３日㈯

開館時間  9:00～17:00　休館日

開館時間　9:00～17:00　　 休館日　毎週月曜日、29日㈪～１月３日㈯

◆お知らせ◆　11月29日㈯～12月８日㈪まで、図書整理のため臨時休館します。

◆お知らせ◆
11月17日㈪～19日㈬は、図書整理のため臨時休
館します。
12月のえほんのよみきかせは休みます。

高梁中央図書館
（☎22-２９１２）

成 羽 図 書 館
（☎42-２５８９）

図 書 館 だ よ り
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水ぼうそうはどんな病気？
　水ぼうそうは小児期にかかりやすく、ウイルス感染により発症する病気で、主な症状として発熱
があり、全身に水疱疹がでます。完治まで１～２週間かかり、まれに重症化する恐れがある病気です。

なぜ水痘ワクチンを接種するの？
　水痘ワクチンを接種することで、体の中に水ぼうそうの免疫ができ抵抗力がつきます。水痘ワク
チンを１回接種すれば、たとえ水ぼうそうにかかっても重症化を防ぐことができ、２回接種すれば、
水ぼうそうにかかることはほとんど無くなるといわれています。

水痘ワクチンを定期接種できる期間は？
　生後 12 カ月から 36 カ月までのお子さんは、３カ月以上あけて２回接種できます。なお、平成
26 年度に限り、生後 36 カ月から 60 カ月に至るまでのお子さんについても、１回のみ接種できま
す。お子さんが水痘ワクチン接種の対象年齢であっても、水痘ワクチンを接種したことがある場合は、
定期接種できる回数が異なります。今までに、水ぼうそうにかかったことがあるお子さんは、原則
として接種の対象になりません。また、水痘ワクチン接種後４週間は、他のワクチンを接種できま
せんのでご注意ください。

水ぼうそうの感染から大切なお子さんを守るためにも、忘れず定期接種を受けましょう。

　成羽病院通信　     　　　　    ■問い合わせ　☎ 42- ３１１１

　2014 年 10 月から水痘ワクチンが定期接種になりました 成羽病院小児科

　　　　　　　
☆クリスマスイルミネーション点灯式を開催
　吉備国際大学では、学友会執行委員会と同窓会が共同し、今年もクリスマスイル
ミネーション点灯式を開催します。
　この季節の恒例行事となったこのイベントも、今年で１１回目を迎え、毎年たく
さんの市民の皆さんにもご参加いただいています。
　点灯式では、学生がブラスバンド、ストリートダンス、手話歌、ビンゴゲームな
ど多彩なイベントを企画していますので、ご期待ください。
　なお、点灯式以降１２月中は毎日、日没頃から午後９時まで吉備国際大学２号館
屋上のスカイテラスにて、美しいイルミネーションがご覧いただけます。
　日時：12 月 12 日㈮　午後６時 30 分～
　場所：KIBI SQUARE －開空－（きびスクエアかいくう）２階　※雨天等の場合は、第２体育館で開催
　　　　 ※駐車場はキャンパス付近にありますが台数に限りがありますので市内巡回バスをご利用ください。

■問い合わせ　吉備国際大学学生課　☎ 22- ７４２０

☆冬のイタリアンランチフェア
　12月１日㈪から 12月 24日㈬まで、冬のイタリアンランチフェアを開催します。ランチフェア期間中は、
ケーキを無料サービスしています。イタリア人シェフのアレージ・ジョルジョさんが、腕によりをかけて作
るランチをお楽しみください。
　○レストラン「ラ・エスペランサ」　　順正学園国際交流会館１階（奥万田町）
　営業時間：午前 11 時 30 分～午後２時（土・日曜日、祝日は休業）
　イタリアンランチ６００円　パスタランチ５００円　コーヒー＆デザート３００円
　※数量限定のため売り切れの場合もあります。臨時休業する場合がありますので事前にご確認ください。　
■問い合わせ　株式会社ＪＥＩ（順正学園内）　☎ 22- ３７２０

１２月のイベント紹介学園だより
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山
田
方
谷
を
語
る
十
二  

幕
末
の
動
乱

　
嘉
永
６（
１
８
５
３
）年
の
ペ
リ
ー
来
航
以

来
、
江
戸
幕
府
は
激
動
の
時
代
に
突
入
し
て

い
ま
し
た
。

　
文
久
２（
１
８
６
２
）年
３
月
、
藩
主
勝か

つ
静き

よ

は
幕
府
の
政
策
を
決
定
す
る
老
中（
５
～
６

人
）に
就
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
異
例
の
抜

擢
で
し
た
。
４
月
に
は
病
の
癒
え
た
方
谷
が

相
談
役
と
し
て
江
戸
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ

の
年
は
公
武
合
体
に
よ
る
政
治
を
目
指
し
、

孝こ
う

明め
い

天
皇
の
妹
和か

ず
の
み
や

宮
と
将
軍
徳と

く
川が

わ
家い

え
茂も

ち
と
の

結
婚
が
実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
幕
府
は

す
で
に
外
国
と
の
貿
易
に
踏
み
切
っ
て
い
る

の
に
、
孝
明
天
皇
は
大
の
外
国
嫌
い
で
攘じ

ょ
う

夷い

を
主
張
し
て
お
り
、
政
局
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
き
ま
す
。
４
月
に
は
薩
摩
の
島し

ま
津ず

久ひ
さ

光み
つ

の
圧
力
に
よ
り
幕
政
改
革
が
行
な
わ
れ
、
参

勤
交
代
制
の
緩
和
が
決
ま
り
ま
し
た
。
方
谷

は
そ
れ
に
反
対
し
、
攘
夷
の
実
行
や
参
勤
交

代
制
の
復
活
な
ど
幕
府
の
力
の
強
化
策
を
い

ろ
い
ろ
進
言
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
実
行

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
京
都
で
は
尊
王
攘
夷
運
動
が
激

し
く
な
り
、
元
治
元（
１
８
６
４
）年
７
月
、

長
州
藩
は
禁
門
の
変
を
起
こ
し
、
門
を
守
る

会
津
、
薩
摩
の
兵
に
退
け
ら
れ
ま
し
た
。
幕

府
は
勅
許
を
受
け
て
各
藩
に
長
州
討
伐（
第

一
次
）を
命
じ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
老
中
を

辞
め
て
い
た
勝
静
は
山
陽
道
の
先
陣
を
務
め

る
た
め
10
月
に
松
山
に
帰
り
、
11
月
藩
兵
を

率
い
て
広
島
に
向
っ
て
出
陣
し
ま
し
た
。
松

山
藩
の
16
門
の
大
砲
と
鉄
砲
隊
の
行
進
に
つ

い
て
、
方
谷
全
集
年
譜
に
は
、「
見
る
人
驚

く
板
倉
の　
大
筒
小
筒
を
打
ち
並
べ　
は
れ

か
い
な
」
と
沿
道
の
人
々
が
驚
た
こ
と
が

載
っ
て
い
ま
す
。
祭
に
歌
わ
れ
る
「
五
万
石

で
も
松
山
様
は
、
御ご

陣じ
ん
羽ば

織お
り
が
虎
の
皮
」
と

い
う
歌
詞
は
、
そ
の
時
の
軍
歌
が
残
っ
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
留
守
中
の
防
衛

は
方
谷
に
任
さ
れ
、
農
兵
隊
を
藩
境
に
配
置

し
て
守
備
体
制
を
固
め
、
頼
久
寺
境
内
に
作

戦
本
部
を
置
い
て
い
ま
す
。
長
州
が
降
伏
し

た
の
で
、
翌
年
正
月
藩
兵
は
帰
藩
し
、
方
谷

は
農
兵
隊
を
解
散
し
ま
し
た
。
勝
静
は
京
都

に
い
る
将
軍
の
も
と
で
再
び
老
中
に
就
任

し
、
方
谷
も
時
々
相
談
に
与あ

ず
か

っ
て
い
ま
し

た
。

　
翌
慶
応
２（
１
８
６
６
）年
４
月
、
長
州
の

第
二
奇
兵
隊
を
脱
走
し
た
立た

て

石い
し

孫ま
ご

一い
ち

郎ろ
う

ら

１
０
０
余
人
が
倉
敷
代
官
所
を
襲
い
、
総
社

の
宝
福
寺
に
泊
ま
り
、
松
山
藩
を
狙
う
構
え

を
示
し
ま
し
た
。
方
谷
は
藩
の
会
議
で
直
ち

に
出
撃
す
る
よ
う
決
定
し
、
自
ら
一
隊
を
率

い
て
野の

山や
ま（

現
吉
備
中
央
町
西
南
部
）ま
で
出

兵
し
て
い
ま
す
。
立
石
ら
は
浅
尾
陣
屋
を
焼

き
討
ち
し
た
後
、
長
州
に
帰
っ
た
の
で
、
戦

い
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
慶
応
３
年
、
63
歳
の
方
谷
は
勝
静
か
ら
京

都
に
呼
び
出
さ
れ
ま
し
た
。
勝
静
は
15
代
将

軍
と
な
っ
た
徳
川
慶よ

し
喜の

ぶ
の
も
と
で
老
中
首
座

と
な
り
、
将
軍
補
佐
と
し
て
重
要
な
任
務
に

つ
い
て
い
ま
し
た
。
一
カ
月
半
ほ
ど
相
談
に

与
っ
た
方
谷
は
、
幕
府
の
時
代
は
長
く
は
な

い
と
察
し
て
、
藩
主
に
老
中
を
辞
め
る
よ
う

に
説
得
し
ま
し
た
。
し
か
し
徳
川
幕
府
と
運

命
を
共
に
す
る
意
志
の
勝
静
は
方
谷
の
相
談

役
を
解
き
、
松
山
の
藩
民
を
守
る
任
務
を
任

せ
、
別
れ
に
短
刀
を
与
え
て
帰
国
さ
せ
ま
し

た
。

　
慶
応
３
年
10
月
14
日
、
慶
喜
は
大
政
奉
還

の
上
表
文
を
提
出
、
15
日
受
理
さ
れ
ま
し

た
。
方
谷
は
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
、
江
戸
に

い
た
養
子
の
耕
造
に
驚
き
の
手
紙
を
書
い
て

い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
戊
辰
戦
争
に
入
り
、
松
山
藩
は

朝
敵
と
み
な
さ
れ
岡
山
藩
が
迫
っ
た
の
で
、

方
谷
の
指
導
の
下
、
藩
を
あ
げ
て
恭
順
を
申

し
出
ま
し
た
。
美
袋
本
陣
で
降
伏
の
交
渉

中
、
岡
山
藩
が
示
し
た
降
伏
文
書
案
に
、
勝

静
の
行
為
を
「
大
逆
無
道
」
と
し
て
い
る
の

を
見
た
方
谷
は
、
藩
主
に
は
朝
廷
に
そ
む
く

大
逆
の
心
は
な
く
、
人
の
道
に
反
す
る
無
道

な
人
で
は
な
い
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
義

に
反
す
る
。
こ
の
文
字
を
除
か
ね
ば
私
は
自

刃
す
る
と
言
い
ま
し
た
。
松
山
藩
の
使
者
大お

お

石い
し

隼は
や

雄お

は
号
泣
、
三み

島し
ま

中ち
ゅ
う

洲し
ゅ
うと

横よ
こ

屋や

譲じ
ょ
う

之の

助す
け

は
死
を
賭
け
て
嘆
願
し
た
た
め
、「
軽
挙
暴

動
」
の
字
に
替
え
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
18
日

す
べ
て
を
岡
山
藩
に
差
出
し
、
藩
士
は
城
下

を
離
れ
謹
慎
し
ま
し
た
。
京
都
、
大
坂
で
勝

静
を
守
っ
て
い
た
熊く

ま
田だ

恰あ
た
から
１
５
０
余
人
の

藩
士
は
勝
静
の
命
で
海
路
玉
島
に
帰
り
、
松

山
で
の
謹
慎
を
申
し
出
、
熊
田
は
戦
争
に
参

加
し
て
い
な
い
と
弁
明
し
ま
し
た
が
受
け
入

れ
ら
れ
ず
、
首
領
の
首
が
要
求
さ
れ
た
の

で
、
藩
と
部
下
を
救
い
、
玉
島
を
戦
火
か
ら

守
る
た
め
、
柚
木
邸
で
切
腹
し
、
首
は
岡
山

藩
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
時
に
44
歳
で
し
た
。

熊
田
恰
は
玉
島
の
羽
黒
神
社
と
高
梁
の
八
重

籬
神
社
に
祀ま

つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
文
・
児
玉
享
さ
ん
）

勝静が方谷に藩の防衛の全権を与えた時に授けた采配
農兵隊を指揮するために使用した
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短
歌

秋
深
し
見
上
ぐ
る
崖
に
夕
陽
受
け
心
に
染
ま
る
イ
ワ
ヤ
ク
シ
ソ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田 

眞
一
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

お
と
な
り
は
空
家
な
の
に
花
た
ち
は
春
夏
秋
冬
忘
れ
ず
に
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田 

越
代
さ
ん（
宇
治
町
宇
治
）

柿
や
栗
栄
養
豊
富
な
自
然
食
毎
日
我
が
家
の
食
後
の
デ
ザ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦 

操
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

着き

古ふ
る

せ
る
吾わ

が
衣こ

ろ
もな

り
さ
れ
ど
尚な

お
思
い
出
あ
り
て
捨す

て
が
た
く
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野 

は
る
恵
さ
ん（
原
田
南
町
）

金
木
犀
根
元
に
埋
め
し
我
が
柴
犬
黄
金
の
花
咲
き
今
年
も
帰
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
村 

遊
子
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

愚
痴
る
ま
い
と
思
っ
て
い
て
も
つ
い
愚
痴
る
人
と
は
弱
い
生
き
物
な
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桝
上 

秀
雄
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

タ
ク
シ
ー
で
利
用
す
る
老ひ

婆と

友
連
れ
に
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
の
気
遣
い
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
木 

文
子
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

虫
の
音
に
耳
傾
け
る
家
の
庭
山
に
囲
ま
れ
自
然
の
恵
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田 

由
き
さ
ん（
高
倉
町
飯
部
）

珍
し
く
と
ん
び
一
羽
が
舞
っ
て
お
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
今
日
の
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本 

義
慧
さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

「
よ
く
笑
え
」
笑
え
ば
陽よ

う
気き

み
な
ぎ
り
て
病
に
な
ら
ず
若
返
る
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
田 

昭
夫
さ
ん（
松
原
町
大
津
寄
）

俳
句

ギ
タ
ー
持
ち
爪
び
い
て
見
る
秋
の
曲
　
　
　
二
島 

清
憲
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

川
柳

田
舎
人
絶
滅
危
惧
種
に
な
り
そ
う
よ
　
　
　
谷
口 

豪
さ
ん（
川
面
町
）

米
作
り
朝
は
パ
ン
食
昼
は
ラ
ー
メ
ン
　
　
　
三
浦 

数
馬
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

両
手
に
ト
マ
ト
か
か
へ
我
が
家
に
急
ぐ
な
り
　
赤
木 

時
子
さ
ん（
備
中
町
平
川
）

▲ �

イラスト・絵手紙・絵画などの作品（作品は写真をお送りください）、短歌・俳
句・川柳など（自作の未発表のもので、漢字にはふりがなを付けてください）
※�住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記し投稿してください。（ペン
ネームを希望される場合は、その旨お書きください。）
※�投稿多数の場合は、すべてを掲載できないことがあります。また、お便り
は表記等を一部編集させていただくこともあります。
※�締切は、掲載号の前月25日（閉庁日の場合は翌開庁日）です。原則として原
稿や作品は返却できません。

■問い合わせ・送り先　〒716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係
　�������������������（☎21-０２１０・Eメール�hisyo@city.takahashi.lg.jp）

「バーゲンを漁るママの目が怖い」

鈴村 繁實さん（川上町地頭）

芳
は

賀
が

 マサヨさん

（備中町志藤用瀬）

　10 月に 100 歳（大正３年生まれ）の誕生日を迎
えられた方を市職員らが訪問し、記念品や花束を
贈って長寿を祝いました。市内で 100 歳以上の人
は、11月１日現在で44人（男性８人、女性36人）。

那
な す

須 鐵
てつ

子
こ

さん

（小高下町）

長寿おめでとうございます

市民の皆さんからいただいた
お便りなどを紹介します。
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加
か

藤
とう

 優
ゆ め

芽ちゃん
（下谷町）

平成25年11月16日生まれ
「みんなのアイドルゆめ♡
よく食べる♡」

（応） 父・実さん 母・理恵子さん

岡
おか

本
もと

 萌
も な

楠ちゃん
（成羽町成羽）

平成23年11月20日生まれ
「笑顔がかわいい萌楠☆元
気に大きくなってね」

（応） 父・弘士さん 母・佳子さん

西
にし

田
だ

 博
ひろ

一
かず

ちゃん
（落合町阿部）

平成25年11月5日生まれ
「すくすく元気に育って
ね！」

（応） 祖母・眞佐子さん

川
かわ

上
かみ

 琴
こと

未
み

ちゃん
（成羽町布寄）

平成23年11月24日生まれ
「可愛い歌声でいつも皆を
和ませてくれます」

（応） 父・俊輔さん 母・美香さん

川
かわ

西
にし

 結
ゆい

夢
と

ちゃん
（川面町）

平成24年11月6日生まれ
「電車と新幹線が大好き♡兄ちゃ
んたちと元気に大きくなってね!!」

（応） 父・彬巳さん 母・真弓さん

川
かわ

上
かみ

 ひなたちゃん
（落合町阿部）

平成23年11月5日生まれ
「やさしいお姉ちゃんに成
長していってね♡」

（応） 父・大輔さん 母・まゆみさん

藤
ふじ

井
い

 琴
こと

音
ね

ちゃん
（成羽町下原）

平成21年11月27日生まれ
「元気いっぱいのことね♡たく
さん遊んで大きくなってね」

（応） 父・崇行さん 母・直子さん

はが

    𡌶 蒼
そう

汰
た

ちゃん
（落合町阿部）

平成25年11月12日生まれ
「たくさん笑ってすくすく
育ってね！」

（応） 父・貢さん 母・彩香さん

矢
や

吹
ぶき

 百
もも

絵
え

ちゃん
（横町）

平成21年11月2日生まれ
「我が家のカワイイ女王☆
ありのままでいてね」

（応） 父・勇さん 母・美佳さん

葉
は

廣
びろ

 虹
らら

ちゃん
（有漢町有漢）

平成21年11月1日生まれ
「いつもお手伝いをたくさん
してくれてありがとう♡」

（応） 父・誠二さん 母・美奈さん

金
かね

髙
たか

 奈
な

々
な

海
み

ちゃん
（川上町下大竹）

平成25年11月14日生まれ
「いつも笑顔のななみ♡元
気に大きくなってネ!!」

（応） 父・良輔さん 母・成美さん

３さい

３さい１さい５さい

５さい ５さい ３さい １さい
２さい

１さい１さい

お 誕 生 日 お め で と う！
１２月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真を募集しま
す。お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月日、住所、応募者の氏名と続
柄、電話番号、20 字程度のコメントを明記して、〒 716-8501〔住所不要〕
広報たかはし「すこやかスマイル」係へご送付ください。市ホームページ
からも応募できます。※締め切りは１１月２６日（水）です。応募多数の場合
は先着順とします。吉備ケーブルテレビ行政放送でも紹介します。

竹
たけ

本
もと

 壮
そう

佑
すけ

ちゃん
（落合町阿部）

平成23年11月29日生まれ
「沢山遊んで、沢山食べて
大きくなってね」

（応） 父・典生さん 母・杏子さん

３さい

　（財）自治総合センターの宝くじ助
成金を活用し、中井備中かぐら太鼓
保存育成会が太鼓や面などの整備を
行ないました。地域の伝統文化の継
承に努めながら、各
種行事や地域活動な
ど地域の活性化の一
助となるよう活動の
充実を図ります。

宝くじ助成事業
で整備しました

　松山ワークセンター（落合町阿部）は、材料に
こだわった、クッキーの販売を開始しました。
　バター、黒大豆きな粉、チョコチップ、ほう
じ茶、高梁紅茶の５種類。小麦は北海道産、卵
は高梁産で、きな粉は川上町の望の丘ワークセ
ンターで生産した黒大豆を使用しています。口
溶けの良い、風味豊かな味です。
　紙箱に５枚入りが３種類入り、1200 円で販
売。贈答用にいかがですか。問い合わせは、同
センター（☎ 22- ７１０１）。

手作りクッキー  C
コ

ot
ト

ol
リ

i 物語　

▲吉岡麻江さん
　（成羽町下原・鶴寿荘内）

▲

杉
山 

肇
さ
ん
（
高
梁
城
南
高
校
）

　
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」（
10
月
17
日
）



26広報　　　　　11月号　vol.122

　岡山自動車道の開通を契機に始まり１８回目と
なる「風ぐるまフェスタ2014in うかん」（同実行
委員会主催）が開催されました。
　備中高梁ＰＲ大使の小六禮二郎さん・倍賞千恵
子さん夫妻のトークショーに始まり、最新作の仮
面ライダーショー、友好都市の熊本県山鹿市の灯
籠踊り・高知県四万十町のよさこい踊り、歌手の
麻丘めぐみさんによるライブステージなど、多彩
なステージショーが行われ、来場者を楽しませて
いました。
　また、「風ぐるまおもしろ市場」と銘打った物
産市では、地元小学校や有志団体などが石焼き芋
や焼きそばなどを販売。高知県のカツオのたたき
の実演販売や鳥取県境港の紅ズワイガニなどの販
売もあり、日本海から太平洋までの海の幸・山の
幸を楽しむことができました。

 10/26
風を集め・風を起こす祭り

大勢の来場者であふれる会場

備中高梁ＰＲ大使の小六禮二郎さん・倍賞千恵子さん夫妻

うかん常山公園

ま ち の 出 来 事

ま ち の 出 来 事カメあら
A la carteCamera まちの

　「第３回高梁地紅茶まつり」（栄町商店街活性化
プロジェクト・同実行委員会・備中県民局主催）
が開催され、多くの家族連れらで賑わいました。
　高梁特産の観賞用フォックスフェイスが飾り付
けられた会場では、高梁紅茶をはじめ、丸子紅茶
（静岡県）など５つの産地の地紅茶を飲み比べら
れる「地紅茶カフェ」が人気を集めていました。
　高梁城南高校・高梁高校・高梁日新高校がイベ
ントに協力し、ネイルサロンや工作体験、茶葉を
練り込んだマドレーヌ、生産物の販売などのブー
スを開設。ステージでは、吹奏楽やコーラス、手
話歌、備中神楽、チアリーディングがあり、各校
の特色を生かした「おもてなし」で来場者を迎え
ました。会場内には紅茶の足湯が楽しめる「地紅
茶足湯」もあり、紅茶を楽しみながら秋の休日を
満喫していました。

 11/1
地紅茶の魅力を味わい楽しむ

５つの産地の地紅茶が楽しめるカフェ

栄町商店街

日新高校のチアリーディング
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　「第 34回備中ふるさとまつり」（備中イベント
実行委員会主催）が開かれ、大勢の家族連れらで
にぎわいました。
　会場内では、地元団体や事業所がピオーネやマ
ツタケ、山菜おこわ、備中牛バーガーなどのふる
さとの味を販売。ステージでは、地元の備中太鼓
の迫力ある演奏や備中神楽の勇壮な舞など、伝統
文化をはじめ、多彩な催しが行われました。

10/12
秋の味覚と魅力を堪能

徳島阿波踊りの「蜂須賀連」

備中やすらぎの里

　～成羽に集まれ！子どもたち～をテーマに「な
りわ祭り」（同実行委員会主催）が開かれ、多く
の家族連れらが秋のひとときを満喫しました。
　うらじゃ踊りや備中神楽、アンパンマンショー
などのステージイベントに加え、会場内には、地
元特産品を使った食べ物テントも軒を並べまし
た。また、本町商店街では軽トラ神楽市も同時開
催され、多くの来場者でにぎわっていました。

 10/26
心ふれあう ふるさと祭り

元気いっぱいのミンティアのダンス

成羽総合福祉センターほか

Camera à la carte　　－カメラあらかると・まちのできごとー

　子ども見守り活動や防犯パトロール隊、老人ク
ラブなど市内の関係１３団体でつくる「高梁安全
安心パトロール隊」の出発式が行われました。
　白バイやパトカー、青色回転灯を整備した青パ
トなど計４６台、隊員約２００人が参加。各地域
に向けて出発し、市民の防犯意識を高め、身近な
犯罪の防止、安全で安心して暮らせる高梁を目指
して、地域で呼び掛けを行いました。

10/14
安心して暮らせる地域を目指して

高梁の安心、安全を守るため

ききょう緑地ほか

　秋晴れの下、「かわかみふるさと物産まつり」（同
実行委員会主催）が開催され、特産品を買い求め
る多くの客らでにぎわいました。
　会場には、地元のコミュニティーや各団体のテ
ントが並び、つきたての餅、アユの塩焼き、新鮮
野菜などを販売。子どもたちによるリズム体操、
渡り拍子の披露、ジブリ映画の主題歌を歌う、井
上あずみさんのコンサートもありました。

10/19
漫画の町でイベントを楽しむ

子どもたちのリズム体操

マンガ絵ぶた公園周辺



広
報
た
か
は
し
11
月
号
（
通
巻

122
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
政
策
課

■問い合わせ　愛らぶ高梁ふれあいマラソン事務局（スポーツ振興課内）　☎ 21- ０４２５

人 ・ まち ・ 自然にやさしい高梁

アツイ城下町をかけぬけろ

Ｉ　ＬＯＶＥ　ＴＡＫＡＨＡＳＨＩ
ＦＵＲＥＡＩ　ＭＡＲＡＴＨＯＮ

２０１5
高梁市発足１０周年記念 ・ 第３６回市民健康づくり

愛らぶ高梁ふれあいマラソン

平成２７年２月８日 (日)

選べる３コース
城下町コース （１０ｋｍ）
愛 ら ぶ コ ー ス （ ５ｋｍ）
ふれあいコース （ ３ｋｍ）

参加対象
制限時間内に

完走できる健康な人

一　　　般 ： ２２００円
高 校 生 ： １２００円
小中学生 ：  ５００円
ファミリー ： １７００円

★申込方法
①所定の申込用紙 （振込用紙）

②インターネット
　　 ・ ＲＵＮＮＥＴ （http://runnet.jp/）
　　 ・ ＳＰＯＲＴＳ　ＥＮＴＲＹ （http://www.sportsentry.ne.jp/）
　　 ・ ＪＴＢ　ＳＰＯＲＴＳ　ＳＴＡＴＩＯＮ （https://jtbsports.jp/）
③電話 ・ ファクス
　　 ・ ＳＰＯＲＴＳ　ＥＮＴＲＹ （☎０５７０－５５０－８４６　 ０１２０－３７－８４３４）

　　※スポーツ振興課では受け付けていません。

★申込期限　平成２７年１月９日 (金)まで

会場 ： 高梁市街地

※ 市役所改築工事のため、 発着
点会場が変更になります。 詳し
くは募集要項をご覧ください。

■
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http://www.city.takahashi.okayama.jp/

環
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い
大
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ン
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を
使
用
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て
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ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

▼
先
月
号
か
ら
広
報
紙
で
高
梁
市
の

人
口
を
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）。
高
梁
市
が

誕
生
し
た
平
成
16
年
10
月
の
人
口
は

約
３
万
８
千
人
。
現
在
３
万
３
千
人

で
、
こ
の
10
年
で
５
千
人
が
減
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
梁
市
も
、
定

住
対
策
に
力
を
入
れ
、
人
口
問
題
に

挑
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
高
梁
の
地

で
、
明
る
い
未
来
を
子
ど
も
た
ち
に

残
せ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�　
（
Ｋ
Ｙ
）

▼
行
政
放
送
で
「
ペ
ッ
ト
の
飼
育
マ

ナ
ー
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

「
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と
は
、

飼
い
主
さ
ん
の
愛
情
と
覚
悟
が
何
よ

り
大
切
」
と
伝
え
て
ま
す
。
人
間
と

動
物
が
幸
せ
に
共
存
す
る
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
野
良
犬
や

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
の
取
り

組
み
な
ど
、
今
後
も
定
期
的
に
お
知

ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。
皆
さ
ん

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
♪　

�　
（
Ａ
Ｏ
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▼
朝
晩
、
急
に
冷
え
込
む
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
季
に
な
る

と
話
題
に
な
る
の
が
「
雲
海
」。
私

が
住
む
地
区
に
も
雲
海
の
見
え
る
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
毎
朝
、
通
勤

途
中
に
雲
海
の
出
方
を
見
て
い
る

と
、
ど
の
よ
う
な
気
象
条
件
で
出
現

す
る
か
、
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。「
気
象
予
報
士
」…
で
は
な
く
、

初（
？
）の
「
雲
海
予
報
士
」
を
目
指

し
ま
す
。　
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